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埼玉県深谷市埋蔵文化財発掘調査報告書 第11集

じょう しき めん

上 敷免遺跡（第2次）
じょう しき めん きた

L 敷免北遺跡

1985.3 
深谷市教育委員会



序

現在深谷市では、総合的な秩序ある都市として

の発展を目指し、「緑に囲まれた、生産、生活環

境の整った都市」の実現のために、様々な事業を

推進しております。都市基盤整備事業の一環とし

て進められている、公共下水道中央 1号汚水幹線

の工事もその一つです。此の度、この工事に伴い、

市内明戸地区、上敷免地区で遺跡発掘調査を実施

いたしました。本書は、その成果をまとめたもの

です。

中央 l号汚水幹線が通る明戸地区、上敷免地区

は、現在は豊かな田園風景が開けております。赤

城山を眼前に望み、利根川の恩恵に育まれたこの

一帯は、古くから人々の生活の舞台となっており

ました。昭和52年に上敷免地区の入枝で弥生時代

の再葬雌、古墳時代と平安時代の住居跡、奈良時

代の土師器窃窯などか調壺され、昭和55年には上

敷免地区の東本郷で平安時代の住居跡などが調査

されました。此の度も、古墳時代の住居跡などの

貴重な知見を得ることかでき、現在の私たちの文

化か、まさに有史以来の連綿たる人々の歴史のう

えに成り立っていることを実感いたしました。本

書かこうした歴史の生きた証として、様々に活用

されることを顛ってやみません。

最後に、この発掘調在にあたり、調在貝を快く

御承引くださった小俣悟氏をはじめ、御指導、御

協力をいただいた関係者のみなさまや地元のみな

さまに、深く感謝申し上げます。

昭和60年 3月

深谷市教育委員会

教 育 長 鳥 塚 恵和男



例 口

1 . 本書は、埼玉県深谷市公共下水道中央 1 号汚水幹線工事に伴う、深谷市明戸 107~1 番地先はか、及び

深谷市上敷免491番地先はか所存遺跡の発掘調査報告書である。事業名は、前者を上敷免遺跡第 2次発掘

調牡、後者を上敷免北遺跡発掘調在とした。

2. 発掘調壺は、深谷市教育委貝会か主体となリ、上敷免遺跡第 2次発掘調在は昭和58年 2月14日から 3月

11日まで、上敷免北遺跡発掘調在は昭和58年 6月14日から 7月9日まで行った。

3. 調査経費は、昭和57年度~59年度国庫補助事業•公共下水道中央 1 号汚水幹線工事費より支出した。

4. 上敷免遺跡第 2次発掘調在中の写真撮影は小俣悟か、上敷免北遺跡発掘調査中の写真撮影は澤出晃越か

遺物の写真撮影は澤出晃越・£田浩ーか行った。

5. 出土遺物の整理及び図版の作成等は整理参加者全員で行った。なお、挿図中の方位は、座標北を示して

いる。

6. 本書の執筆及び編集は澤出晃越か行った。なお、逍構の報文については小俣悟か若干の補足をした。

7 . 本書の作成にあたり、下記の方々から御助言・御指導を賜わった。

磯崎一、井上肇、今井宏、梅沢太久夫、小川望、柿沼幹夫、金子真上、金f正之、栗島義明、笹森健一、

寺杜下博、田中正夫、利根）II章彦、中村倉司、橋本富夫、板東隆秀、坂野和伯、水村孝行、大和修

発掘調査の組織

調企主体者深谷市教育委員会教育長 鳥塚恵和男

事務局深谷市教育委員会社会教育課課長武井克己

課長補佐兼文化財保護係長

水野四郎（昭和57年度）

島田良一（昭和58年度）

河田記久平（昭和59年度）

主事大屋貞夫小林京子

調査担当者 埼玉大学教養部研究生（昭和57年度当時） 小俣 悟（上敷免遺跡第 2次発掘）

澤出晃越（上敷免遺跡第 2次整理

上敷免北遺跡 ） 
調在補助貝 玉田浩一、星川勝広、山口徹（以上埼玉大学生、昭和57年度当時）

深谷市教育委員会社会教育課主事

調査参加者 宇賀地桂f、笠木ヒロ子、加藤佳子、骨野キサ子、倉上多美子、里山まり子、鈴木令子、

滝口知子、田村喜代子、浜端春子、平野安喜子、平本法子、溝越教子、横山洋子、渡部

けい子、

薄井仁、香留郁二、鯨井博之、小柳美奈子、斉藤衣世、斉藤誠、篠崎智子、柴崎弥生、

鴫田義雄、清水健治、鈴木透、鈴木靖夫、田中秀逸、中野浩之、中村英子、萩原由枝、

羽石正隆、早坂広人、平井厳、星野務、星野美佐男、

大浜慶子、金谷恵美子、河合詔子、久米紀子、小沼和子、砂田伊久子、都築百合子、細川

ケイ子、水野祥代、本橋玲子、森光代、渡辺哲子



目 次

序

例言

目次・凡例

I 発掘調査に至る経過・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 1

II 遺跡の地理的・歴史的環境…………• ・・ 2

III 上敷免遺跡第 2次発掘調査…………...6 

1 . 調森の概要....................................6 

(1) 調在の経過・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・6

(2) 調査結果の概要・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・7

2. 遺構と遺物・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・7

(1) A区の調査・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・7

(2) B 区の調在•・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・..45 

(3) C 区の調査•・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・..54 

N 上敷免北遺跡発掘調査•・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・56

1 . 調介の概要•・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・..56 

(1) 調1f の経過•・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・56

(2) 調任結果の概要•・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・..56 

2 . 遺構と遺物・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・59

(1) A 区の調査•・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・59

(2) B区の調査・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・67

V 結語•・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・69

写真図版

挿図目次

第 1図遺跡位罹図 第20図 A区第 1号住居跡出土遺物(15)

第 2図 調査区位濯図 第21図 A区第 1号住居跡出土遺物(16)

上敷免遺跡第 2次発掘調査 第22図 A区第 2号住居跡遺物出土状態・カマド実

第 3図 A区全測図 測図

第 4図 A区第 1号住居跡カマド実測図 第23図 A区第 2号住居跡出土遺物

第 5図 A区第 1号住居跡遺物出土状態 第24図 B区全測図

第 6図 A区第 1号住居跡出土遺物(1) 第25図 B区第 1号住居跡焼土・炭化物検出状態・

第 7図 A区第 1号住居跡出土遺物(2) カマド実測図

第 8図 A区第 1号住居跡出土遺物(3) 第26図 B区第 1号住居跡出土遺物(1)

第 9図 A区第 1号住居跡出土遺物(4) 第27図 B区第 1号住居跡出土遺物(2)

第10図 A区第 1号住居跡出土遺物(5) 第28図 B区中世以降の遺構

第11図 A区第 1号住居跡出土遺物(6) 第29図 B区第 1号土拡出土板石塔婆

第12図 A区第 1号住居跡出土遺物(7) 第30図 C区全測図

第13図 A区第 1号住居跡出士遺物(8) 上敷免北遺跡発掘調在

第14図 A区第 1号住居跡出土遺物(9) 第31図 A区全測図

第15図 A区第 1号住居跡出土遺物(10) 第32図 A区土層断面図

第16図 A区第 1号住居跡出土遺物(11) 第33図 A区出土遺物(1)

第17図 A区第 1号住居跡出土遺物(12) 第34図 A区出土遺物2)

第18図 A区第 1号住居跡出土遺物(13) 第35図 A区出土遺物(3)・B区出土遺物

第19図 A区第 1号住居跡出土遺物(14) 第36図 B区全測図



写真図版目次

上敷免逍跡第 2次発掘調在 図版 7 12. A区第 1号住居跡出土逍物(2)

図版 l 1 . A区全景（北より） 図版 8 13. A区第 1号住居跡出土逍物(3)

2. A区第 1号住居跡カマド 図版 9 14. A区第 1号住居跡出土遺物(4)

図版 2 3 . A区第 1号住居跡逍物出土状態(1) 図版10 15. A区第 1号住居跡出土遺物(5)

4 A区第 1号住居跡遣物出土状態(2) 図版11 16. A区第 1号住居跡出ニI:』:逍物(6)

図版 3 5. A区第 1号住居跡遺物出土状態(3) 17. 上敷免遺跡第 2次発掘調在出土玉類

6. A区第 1号住居跡遺物出土状態(4) 18. A区第 2号住居跡出土逍物

図版 4 7 . A区第 2号住居跡カマド 図版12 19. B区第 1号住居跡出士遺物

8. B区全景（北より） 上敷免北逍跡発掘調査

図版 5 9. B区第 1号住居跡逍物出土状態 図版13 20. A区全景（北より）

10. C区全景（北より） 21. A区第 1号溝状遺構遺物出土状態

図版 6 11. A区第 1号住屈跡出上遺物(1) 図版14 22. 上敷免北逍跡出土遺物

出土遺物観察表・凡例

ァ曇土師器杯・洗（第 6図 1-第10図170)

番 号 I器 種 I 口 径 I器高 1 特 徴

1 杯 13.7 5.4 口唇部やや尖る。 OB-BW。.

番号は挿図番号に一致する。

残存率

80% 

法星の数値の単位は cm。( )内の数値は推定仙または残存値である。なお、甕などの胴径は胴部最大

径を示す。ーは値が不明なもの。

特徴は、技法・形態などの特徴を記す。胎土・焼成は特に他と異なり目立つものだけを記す。色調はアル

ファベソトで記す L: 淡色 D: 暗色 Bi: 黒色 B: 褐色 R: 赤色 〇：橙色 y: 黄色 c: 

灰色 w:白色 例 ・LOB=淡橙褐色

なお、見出し（上の例では、ア、土帥器杯・ 坑）に挙けた遺物の観察表の後に、一般的にみられる特徴や

袖足などを付げ加えた。



I 発掘調査に至る経過

埼玉県北部に位罹し、利根川を隔てて群馬県と接する深谷市は、近代日本経済界の偉人渋沢栄一

の生地として、また、深谷ネギの産地として知られている。古くは康正 2年 (1456)頃に上杉房憲

か築いたといわれる深谷城の城下町として、江戸時代には中山道の宿場町として発展した。現在、

人口約 88,000人、面積約 70km2で、農業生産高は県内随ーを誇り、近年は工業団地の形成、住宅

の増加など、急速に都市化か進行している。

こうした都市化の波に対し、深谷市では様々な事菓を推進しているか、都市基盤整備事業の一環

として進められた、公共下水道中央 1号汚水幹線工事もその一つである。中央 1号汚水幹線は、市

内の汚水を集積して市内上敷免地内の小山）,, 沿いにある浄化センターヘ流すことを目的としている。

日本煉瓦製造株式会杜旧専用線（全線を遊歩道用地として市か買収中）の地下に埋設することを予

定し、昭和57年度より 3ヶ年度事業として工事か開始された。

昭和57年度は、福川以北の約 1kmの工事か予定された。この工事予定地は、昭和57年度の遺跡

詳細分布調在により確認された、士師器片などか散布している広い範囲の中央を南北に通っていた。

中央 1号汚水幹線工事は、氾水推進工法により地表面下約 10mを横方向に掘削するため、遺跡には

はとんど影脚しないものと考えられたが、数ヶ所に地表面に通ずる 50-60記ほどの立坑か掘削さ

れる予定であった。工事担当課の市建設部下水道課は、昭和58年 1月18日付けの文書により、市教

育委員会に立坑 3ヶ所の試掘調杏を依頼した。 1月27日に試掘調任を実施したところ、 3ヶ所とも

遺構を確認した。

そこで市建設部と市教育委員会は協議を重ね、昭和58年 2月10日付けで委託協定か取り交わされ

た。市教育委員会は発掘調在の準備を進め、上敷免遺跡第 2次発掘調在として、昭和58年 2月12日

に重機による表土削除を行い、調在を開始した。

中央 1号汚水幹線の工事は、昭和58年度には、更に北側の浄化センターに至る約 800mか予定さ

れた。立坑予定地 7ヶ所について、市建設部より市教育委員会に、昭和58年 2月28日付けの文書に

より試掘調在の依頼があった。 5月9日・ 10日に試掘調査を実施したところ、立坑予定地 2ヶ所に

遺構か確認された。

そこで市建設部と市教育委貝会は昭和58年 6月10日付けで発掘調在の委託協定を取り交わし、市

教育委員会は準備を進めた。発掘調在は、上敷免北遺跡発掘調在として、 6月14日に重機による表

土削除を行い、開始された。
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第 1図逍跡位間図 (1/20.000)

1 . 新閲旋次郎館跡 2. 内ヶ島氏館跡 3. 上敷免北遺跡 4. 上敷免遺跡 5 . Hll沼城跡

6. 伝幡羅太郎館跡 7. 深谷城跡 8. 深谷町遺跡 9. 桜田馬場 10. rtt1田城跡 11. 城下逍

跡 12. 木の本古墳群 13. 東方城跡 14. 庁昴和城跡 15. 社場松原逍跡 16. 鼠衷逍跡 17. 

割山埴輪窯跡 18. 桜ヶl:i:組石遺跡 19. 秋元氏館跡 20. 小台遺跡 21. 人見館跡
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II 遺跡の地理的・歴史的環境

深谷市周辺の地形を慨観すると、はは東西に走る国鉄高崎線付近を塙界線として、南側の櫛挽台

地と北側の妻沼低地に二分される。櫛挽台地は、説川の作用により形成された、寄居付近を扇l貝と

して北へ広かる洪柏扇状台地であり、―j)._沼低地は、利恨川の作用により形成された沖柏低地である。

櫛挽台地は乾燥した台地であり、晩冬から初春にかけてはひどいー［埃に悩まされることもしばし

はてある。鉦点か盛んて桑畑か広がっているが、近年は化・柏木などの栽邸も盛んになりつつある。

また台池北端部は、い仕環燒の整りm等により住宅などか急増している。構造[Iりには、西北側の武蔵

野miに比定される桐挽面（櫛挽段丘）と、束南側の立川面に比定される寄居面（御稜威ヶ原段丘）

とで段丘状に形成されている。櫛挽面はほば高綺線沿いの崖線で、比高 5-lOmをもって友沼低地

と接しているか、寄屈面は閻騎線より北へl.5-l .8kmはど廷びており、比高 2-5mをもって妻

沼低地と核している。接線付近の標高は、櫛挽面40-50111、対Ii叶而か32-36m、妻沼低地か30-31

mである 0 1節挽面の西には、 1;1,jf孤町山騎山などの松久t『:―|役を快んで立川面に比定される本庄台地か

広かっている。寄肘面の南側には、荒川を快んで下未古面に比定される江南台地か東西に延びてい

る。櫛挽面の北東端近くには、第――•三紀層から成る残丘である椋高98.0m の仙元山かあり、熊谷rli 内

の寄居面東端にも同様の残丘、椋高77.!lmの観釦liかある。なお、台地北端の櫛挽面と寄居間の様

界付近に、活断層（深谷断層）か｛憎認されている。

人沼低地は利恨川流域に広かる低い低地である。南は熊谷市付近を燒として、秋父山塊になる台

地や丘稜と大宮台地に挟まれた症川低地に続き、東は行田市付近を燒として）JII打l低地に連なる。友

沼低地内は、利根川の流路の変遷や氾汎位により「I然堤防か発辻していたものと息われ、深谷市内に

はJill汎畠、入畠、大塚島、内ヶ ,f;』しなどの島地名か多いこともこのことを裏付けている。市内明戸地

区では「甘は畑七分に田か三分」と言ったらしいか、現在では枡地整J:開か巡みかなりの部分か水田

化されており、旧状を把握することは杜」難である， しかし、深谷市遺跡詳細分布調壺 (~t 1) によ

れば、寄）叶面北端部付近から四北へ、主に占げl時代後期以降の逍跡が島地名の十地を且括して連続

していることか確認された。このことは、自然提防の様［ををよ〈表しているものと息われる。また、

II乍年 7月より開始された、 [II道17号深谷バイパス建設工事に伴う発掘調杏 (iii:2) による成呆が期

待されるところである。なお、友沼低地の南端、南に櫛挽面、東に寄居面を控える一画に深谷市の

市街地かあり、周辺では住宅か急増している。

ート敷免遺跡は、 卜蚊免から叩戸にかけて広がる大きな追跡である。麦沼低地上の、前記した自然

堤防上の遺跡列に含まれている。昭和52年度の発掘調査 (Rt3) で、須和田期の再非娼が調在され

たことで著名な追跡であるか、同11,¥期の比落跡等は確諮されていない。この発掘調1tでは、鬼高期

と1月分期の住居跡や、具間期の上師器焼成閃窯なども調在されており、鬼高期から［且分期にかけて

の大集落跡とも杓えられる。第 1図の範皿は主に士(:f[i器片の散布範圃である。

上敷免北遣跡は、上敷免逍跡の北間を、やはり」サ攻免から明戸にかけて東西に延びる大きな閲跡

である。・土師悩）＇，・須忠謡片などか散布している。昭和 55年に逍跡の北側で、束成雷力籠原線設罹
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工事に伴う鉄塔建設部分の発掘調企が行われた。この時点では遺跡の範囲かはっきりしていなかっ

たため、東本郷遺跡という名称で、国分期の住居跡 4軒等か調査された。

今回の調査も含め、上敷免造跡と上敷免北遺跡は、現状では点としての調査しか行われておらす、

その全体像を把握することは甚だ困難であり、今後の調査か期待される。

周辺に目を転じると、妻沼低地の一幣では弥生時代中期須和田期の逍跡が比較的多く知られてい

ることが目立つ。上敷免遺跡をはじめ、岡部町四十坂遣跡 (~14) 、妻沼町飯塚遺跡（註 5) 、熊谷市

三ヶ尻上古逍跡（註 6)、池上遺跡（註 7) などで、池上遺跡では集落跡の調査が行われている。こ

れらの遺跡は、低地に臨む台地先端部や低地内の微高地上に立地し、水稲耕作の伝幡以来、低地の

開発が進行していったことをホしているといえよう。

弥生時代後期から古墳時代前期にかけての状況は、深谷市内ではあまり明瞭ではない（註 8)が、

市街地の北端部にある深谷町遺跡で、昭和58年 1月に和泉期と推定される水稲耕作用の水路跡が調

在され（註 9)木製鋤などが出土した。また、行田市池守遣跡（註10)や熊谷市東沢遣跡（註11)

でも農耕具などの木製品が出土しており、この頃に灌概土木技術が発逹し、低地を中心に大規殷な

開発が進行して生産力か高まったことが推定される。

こうした状況を背景として、古墳時代後期以降になると逍跡数は激増し、はとんど自然堤防全体

に広かる様相を示し、条里制の時代へ受け継かれていったのであろう。

平安時代も後期になると、低地の生産力を店盤とした在地武士たちが登場してくる。深谷市内の

低地側には、いわゆる武蔵七党の猪俣党の諸氏、荏原氏、連沼氏、内ヶ島氏の館跡推定地や、渡来

系氏族秦氏の子孫と伝えられる新開氏の館跡推定地があるが、遺構はほとんど残されていない。

註 l 昭和56年度 ・57年度に実施。調査主体は深谷市教育委員会。

,； t2 調査主体は財団法人埼玉県埋蔵文化財調査事業団。

註3 蛭間真一他 「上敷免遺跡」 昭和53年 3月 深谷市教育委貝会

註4 栗原文蔵 「四十坂遺跡の初期弥生士器」 上代文化第30輯 昭和35年 川学院大学考古学会

吐 5 堺田逸朗 「飯塚遺跡」 埼玉県土器集成 昭和51年 埼玉考古学会

註6 高山消司他 「三ヶ尻上古遺跡」 埼玉県土器集成 4 昭和51年 埼土考古学会

吐7 中島宏他 「池守• 池上」 昭和59年 埼玉県教育委貝会

註8 昭和60年 2月-3月に、埼玉県埋蔵文化財調査事業団の国道17号深谷バイパス用地の発掘調査で、

吉ヶ谷期、五領期の集落跡か確認された。

註9 澤出晃越他 「深谷町遺跡」 昭和60年 3月 深谷市教育委員会

註10 斉藤国夫 「池守遺跡」 昭和56年 3月 行田市教育委員会

註11 新井炸郎他 「中条条里遺跡調査報告書 I」 昭和54年 2月 熊谷市教育委員会
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III 上敷免遺跡第 2次発掘調査

1 . 調査の概要

(1) 調在の経過

昭和58年 2月12日、重機により 3地点に分かれた調在区の表上を削除し、調在区は南より A区、

B区、 C区と呼称することにした。

2月14日 工事の事情もあって、 B区の粕在により作菓を開始した。住居跡の存在を確認し第 1

号住居跡としたか、覆土と地山の判別か困難なため、プランは明確にはならなかった。また、第 1

号住居跡を切っている第 1号溝状遺構か検出された。

2月15日 サブトレンチを設定し、 B区第 1号住居跡のプランの確認を急いだ。

2月16日 A区、 B区、 C区に悲準杭を設定した。

2月17日 雪のため作業中止。

2月18日 午前中は遺構内にたまった水の扱み出し。 B区第 1号溝状遺構から中世常滑焼と思わ

れる小破片か出土した。

2月19日 A区の調査を開始した。粕査を行い住居跡を確認し、 A区第 1号住居跡としたか、や

はりフランの確認は困難であった。枯在段階で土師器の小破片か出土し、逍物は多鼠に包蔵されて

いるものと推定された。

2月21日 A区第 1号住居跡は、時間の都合もあり、遺物の出土状況からベルトを設定し、掘り

進めることにした。 B区第 1号土坑より板石塔婆か出土した。

2月23日 C区の精査を間始し、性格不明の竪穴遺構を検出した。

2月24日 雪のため作業中止。

2月25日 A区第 1号住居跡は予想以上に遺物の出土量か多く、遺物出土状態の写真撮影及び実

測を行いつつ掘り進めることにした。

2月26日 B区第 1号住居跡の覆土中層に、焼土・炭化物か浅く広く堆柏していることを確認。

2月28日 C区の調査を終了した。 A区では第 1号住居跡の南側に別の住居跡のカマドを検出し、

第 1号住居跡を切って構築されている第 2号住居跡を確認した。

3月1日 B区第 1号住居跡の床面直上の炭化材を検出。同住居跡の南隅が袋状となっているこ

とを確認。

3月2日 雨のため午前中のみ作業を行った。

3月3日 A区第 1号住居跡の壁を検出し、全体のプランを確認した。

3月5日 B区の調森を終了した。

3月7日 ようやく A区第 1号住居跡の舷面か確認でぎた。

3月9日 A区第 1号住居跡及び第 2号住居跡のカマド及び柱穴の調在を行った。
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3月10日 A区第 1号住居跡及び第 2号住居跡のカマドの掘り方を確認した。

3月11日 A区の全景写頁を撮影し、 A区の測贔を行って調在を終了した。

当初、現地の発掘は 3月初旬に終了する予定であったか、毎週水叫日に雪や雨か降り、覆土と地

山の判別か困難だったことや、特に A区第 1号住居跡から大量の遺物か出上したこともあって、終

了は予定よりかなり遅れる結果となった。

(2) 調介結果の概要

調在区は 3地点に分かれており、南から A区、 B区、 C区と呼称した。各区には基準杭を設定し、

特にグリノト等は設定しなかった。各区の全測図は平板により測量し、カマドや遺物出土状態の平

面図は簡易な遣り方を組んで測量した。

A区の遺構は、古墳時代後期の竪穴住居跡 2基などである。第 1号住居跡からは非常に多量の遺

物か出土しており、この報告書に図示したものだけでも 315点を数える。第 2号住居跡は第 1号住

居跡を破壊して構染されており、占墳時代終末期頃に構築されたものと考えられる。切り合い部分

の付近では、［山j住居跡の遺物か混入していたようであり、さらにその東側は 2基の土坑によって破

壊されていた。

B区の逍構は、占墳時代後期の竪穴住居跡 1Jf、中世の土琺 l基と溝状遺構 2条などである。第

1号住居跡は、中層に焼土や炭化物が浅く広く堆柏していることか認められ、床面直上では焼土塊

と炭化材か検出された。第 1号土琺からは、はぱ完形の小型の板石塔婆か出土した。第 1号溝状遺

構からは、中世常滑焼の小破片と思われる遺物などか出土したか、図示しうるものはなかった。

C区の遺構は、構築時期・性格ともに不明の竪穴逍構 l枯などである。第 1号竪穴遺構は、コー

ナーか内向きに丸くなっており、出土遺物はない。なお、 C区からは弥生土器の小破片と思われる

逍物も出士したか、図示しうるものはなかった。

A 区、 B 区、 C 区とも調在面積か50~60m2 と狭かったため、住居跡や竪穴遺構は、全体か把握

でぎたものはなかった。また、遺構の覆土は暗灰褐色上を主体とし、地山との判別か非常に困難で

あった。

2. 遺構と出土遺物

(1) A区の調査

a. 第 1号住居跡（第 3図）
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13. 褐色 I→: (焼+・ 炭化物を少焙合む）
前ページの十層汀記

l . 表 t
2. 褐色十＿（炭化物を少恰、小石を含む し主り應い） 14. 黄褐色七（焼t・炭化物を少州合む。枯l牛怖い）

存多闊に合む しまり應訊り 15.I培灰褐色I:(焼I:.炭化物を多く、砂を少駐含む）3一灰褐色土（炭化物を少h入浮石'-

4 . 11,1褐色ート（焼士・炭化物・ 浮石を少犀合む） 16. 黄灰褐色f (焼t・ 炭化物を少欺、砂を多く含む）

5一 ヶ （焼十ー• 炭化物を少犀合む） 17. 灰褐色:J:(焼士・炭化物を少燿、砂を多く含む）

18. 灰褐色I: (焼:Iーを少fft合む。しまり良い）6. 黒褐色十（焼十・ 炭化物を多く含む）
7 . /; (焼,-•. 炭化物を少凧含む） 19. 褐色 I: (焼，lヽーを少凩含む。しまり良い）

20. 陪褐色+(焼七を少扇含む，，しまり良い）8. 黄褐色I (焼十．・炭化物を少州、砂を含む）
9 . 灰褐色十．（焼十ー• 炭化物を少軌含む。帖性弥い） 21. 用褐色十＿（焼土を含む。粘YI硫い）

22. 黒褐色I:(焼tを多贔に含む。枯『l料い）10. 黒褐色十~（焼I:. 炭化物・砂在少駄合む）
23. 灰褐色十（焼十~ • 炭化物を少射含む可粘件強しヽ）11. /; (焼十~ • 炭化物を少斌含む）

12. 黄褐色十、（焼十・炭化物在少恥砂を多く含む) 24. 褐色十: (焼十ー・炭化物• 砂左少闊含む）

A 

I . 黄褐色士（砂を少憎含む）

2 . ,, (焼士・炭化物を少駄含む）

3 . 焼 t
4. 褐色士 (hU:を含む）

5 . 焼士

6. 黒褐色-f:(炭化物を含む）

7. 焼士

8. 黒褐色十．（焼士をわずかに含む）

9. 黄褐色士（砂質）

10. ヶ （砂質、焼十．をわずかに合む，しまり悪い）

11. ,,, (褐色土混入）

12 "' (砂質、褐色土混入。 11より明るい）

13. 焼 士（プロック状、黒色士混人）

14. 黒褐色士（砂質、焼J:塊を少隈含む。しまり悪い）

15. 黒色」：（砂質、炭化物を多く、焼tを少械合む）

16. 黄褐色十．（砂質、焼十．をわずかに含む，しまり悪い）

17. 焼十．

18. 黄褐色士（焼十．を少凧含む）

19. 暗褐色十．

20. 褐色士（焼十．をわずかに含む）

,,,,, ヽ

.Aし33,440

10cm 

第 4図 A[叉第 1号住居跡カマド (1/30)
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A区の北側に位謹する。住居跡仝体の約80<),oを調介しえたものと思われる。

主軸}j向は N 61°-Wで、カマトは西辺のほぼ中央に構築されている。西辺は長さ5.0mて、カ

マトを中心に若干曲り出しているじ南辺は第 2り住居跡、第 1号土坑、第 2号土拡により販壊され

ている。）未面ははは平坦であり、深さは確認面より 70cm前後で、壁ははぱ垂直に立ち上かる。壁

溝は認められなかっだ 3

カマドの南脇に Jll];f大の戊い t城がある。 0.6mX0.45mの長円形状を呈し、深さは約20cmである。

北辺際の不整形を]する上坑も深さ約20cmはとの戊いものである。柱穴状のヒ，卜も認められた

か、径10-20cm、深さ 8-15cmはどの小さなものである。

カマドはわすかに北を向いており、主軸方向は N-60°-Wてあるし袖は枯上質の暗灰褐色土、

賠褐色十により作られており、袖中にも焼士層などかみられた。焚き rJは床面より少し低くなって

おリ、幅は 45cmである。燃焼部は州の内側にあり、下半部のみ残有した支脚か僅かれていた。少

しの段差をもって緩やかに高くなる煙道部が担外へ延ひ、その先端は確認面よりの床さ約40cmの

ピソトとなっている C なお、鳳焼部の士層において、廂れ洛ちた天井部が認められだ Q

遺物は住居跡の仝向から何＆にも重なった状態て非常に多量に出土した。そのはどんどが土師器

であり、須恵器は微少殿片力数点出土したのみてある。上五、滑石製臼玉なとも出上した。

覆土は暗灰褐色土を主休とし、覆土中には焼上・ 炭化物を多量に含んでいた。

第 1号住居跡出土遺物（第 6図～第22図）

ア．土師器杯・況（第 6図 1-第10図170)

>
2345678910111211

＂ 4

5

6

 

ー

1

1

17 

18 

19 

20 

'，＂， 

I

I

I

 

ロ径

l::l.7 
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12.2 

12.0 

(12.0) 

11. 5 

(12.0) 

(12. 0) 

(12.0) 

11. 5 
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(13 .0) 
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(12.0) 

(12. 5) 

1ど.5

？＇，-占
心 Iい］

4

7

 

．
．
 

に

J

4

5.1 

4.0 

5.4 

4.8 

5.4 

4.9 

5. 1 

5.2 

,!, 9 

5.2 

4.7 

ロ唇部は丸い。 0B-D Bu 

ロ唇部は上面ガやや・f坦。焼成良好c 外面DB-8{'.。内面OB。

ロ唇部は丸〈、内面に沈線。体部内面ヘラナテの後指ナデ。胎

上砂を含み、焼成良。 RB。

5.3 口唇部は内側がやや平坦。 LB0 50% 

5.6 口唇部は丸い。 OB。 50% 

!. 7 口笞部内面に沈線 胎士砂を少量含み、焼成やや不良 LB。 60% 
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ー

特 徴

ロ唇部やや尖る 0llB-B(1[30 

口唇部は丸い。 LB,

ロ唇部は丸く、稜恒上に細い沈線。胎」．砂を少属含む。 DB。

やや歪曲。口唇部は丸い。 O。

口唇部は上面が平坦でi尤線あり。 0、｛本部外面Bf0

口唇部は上面が平坦で沈線あり。 LB。

体部は比較的深い。胎土砂を含み、焼成やや不良。 LB。

ロ唇部は上面かやや平.!Li.。LB。

ロ唇部は丸い。 DB。

ロ唇部は丸い。胎［砂を少贔含む。 OB-YW

かなり歪曲。口唇部は丸い。胎土砂• 小石を含む。 0, 完形

ロ唇部やや尖る。胎土砂を少星含み、焼成やや不良, 0-YW。 20%

口唇部は上面かやや平担，焼成良好。 YW-Y80 20% 

口唇部は内面ガ平坦てやや尖る。焼成良好。 DB-OB。

残存率

80% 

50% 

80% 

90% 

50% 

90% 

50% 

40% 

30% 

90% 

60% 

40% 

40% 

20% 
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番号 I器種 I口 径 I器高

21 I坪

＂ 2

3

4

5

6

7
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0

1
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8
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8
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特 徴

(11.0) (5.0) 口唇部内面に沈線。胎土砂を少贔含む。 LB-0。

12.2 4.8 口唇部は上面が平坦で沈線あり。焼成良好。 YW-0。
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1
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1

1

1

1

1

5

9

4

2

9

 

••••• ー

1

2

2

2

ー

1

1

1

1

残存率

20% 

90% 

4.6 かなり歪ilH。口唇部上面平且l。胎土砂を少姐含む。 0-0B。 完形

4.7 口唇部は上面が平上且で沈線あり。 0-0B。 40% 

5.1 かなり孟曲。口悴部は上面か平坦で沈線あり。 OB-YW。 完形

5.1 口唇部L面平坦、沈線不明瞭。胎土砂を少屈含む。 OB-DB。 50%

5.5 口唇部上面平坦、口縁部中位に細い沈線。胎土砂を含む。 LO。完形

5.5 口唇部は上面かやや平坦。胎土砂を少鼠含む。 O。 50% 

12.2 4.8 口唇部上面平坦。稜直上に細い沈線。 OW-0。

13.2 5.4 口唇部上面平坦。稜直上に数条の細い沈線。 0、底面Beo

12.2 5.2 口唇部は上面か平坦。 0-0B。

(11.5) (4.8) 口唇部は内側がやや平担。 YW-OB。

80% 

90% 

完形

50% 

12.2 5.1 口唇部上面平坦沈線あり。胎土砂を少娼含み、焼成良好。 RB。 60%

12.1 5.4 口唇部上面やや平坦。稜直上に沈線。胎土砂を少凰含む。 YW。 90%

(12.0) (5.1) 口唇部上面に沈線あり。胎上砂を多く含み、焼成良好。 RB。 30% 

(12.0) (4.8) 口唇部は上面が平坦で沈線あり。 OB。 30% 

12.5 4.8 口唇部上面平坦で沈線あり。稜直~上に細い沈線。 DB- 0 B。 完形

12. 6 4. 9 ti唇部上面やや平坦。 OW-0。 完形

4.8 口唇部上血平坦で沈線の狼跡あり。 OW-0、体部外面に黒斑。 90%

5. 2 Cl唇部上面平担。稜直上に数条の細い沈線。 ow-o。 完形

(5.2) 口唇部」：面半隕で沈線あり。体部内面ヘラナデの後指ナデ。 O。 40%

(12.0) (5.0) 口唇部は上面か平坦。 OB。

(12.0) (4.6) 口唇部上面平':l:11_。稜は一部がつぶれている。 ow。

(11.5) (4.8) 口唇部は上面が平坦で沈線あり。 OB。

4.9 口唇部は上面が平坦。稜直上に沈線。 YW-0。 90% 

5.1 口唇部上面平l且沈線あり。稜直上に細い沈線。焼成良好。 DB。 70% 

4.5 口唇部上面平坦で沈線あり。胎土砂を含む。 LO。 80% 

4.8 口唇部上面平坦沈線あり。稜直上に数条の細い沈線 OW-0。 80% 

4.9 口唇部」：面平坦沈線あり。体部内血ヘラナテの後指ナテ。 OB。 完形

5.2 口唇部は上面か平廿lて沈線あり。焼成良好。 RB。 完形

5.2 口唇部上面平坦沈線あり。稜附＿卜.に細い沈線。焼成良好。 RB。 70% 

5 .1 I口唇部は上面か平坦で沈線あり。焼成良好。 LRB。

11.9 5.0 口唇部lょ内側が平坦で沈線あり。 o-ow。

(13.0) (5.8) 口唇部は上面が平坦で沈線あり。焼成良好。 0B-BCB。

30% 

20% 

30% 

90% 

80% 

、40%

5.1 口唇部上面平坦で沈線あり。稜直上に細い沈線。 DB-OB。 80% 

4.9 口唇部上面平坦でi尤線あり。稜直上に細い沈線。 OB-OW。 完形

5.2 口唇部は上面が平坦で沈線か巡る。 YW。 60% 

5.3 口唇部は上面が平姐で一部沈線あり。 DB。 完形

5.4 口唇部は上面が平坦て沈線あり。 OB-RB。 完形
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器高

4.8 

5.0 

特 徴

口唇部は上面が平坦で沈線あり。 OB。

ロ唇部上面平坦沈線あり。口唇部内面も沈線状。 OB。

5.0 口唇部上面やや磨滅しているが沈線の痕跡あり。 OB。

5.5 口唇部上面平坦沈線あり。稜直上に細い沈線。 0-DB。

4.9 口唇部は上面が平坦で沈線あり。焼成良好。 RB-OR。

5.0 口唇部は上面が平坦で沈線あり。焼成良好。 OW-0。

4.9 口唇部上面平坦、沈線の痕跡か一部にあり。 LB。

5. 5 I口唇部上面やや平坦で一部に沈線あり。稜直上に細い沈線。焼 I90% 

成良好。 DRE。

4.6 I口唇部上面平坦沈線あり。稜直上洩い沈線状。 DB-LB。

(12.0) (5.0) U唇部は上面か平坦で沈線あり。 O。底部外面黒斑。

(12.5) (4.7) 口唇郎は上面が平坦で沈線あり。 O。

12.0 5.6 口唇部は上面が平坦で沈線あり。焼成良好。 RB。

4.9 口唇部は上面が平坦で沈線あり。 0-LGB。

5.5 口唇部上面平坦で一部に沈線あり。稜直上に細い沈線。 O。

4.6 やや歪曲。口唇部上面平担。稜直上に細い沈線。 LB-0。

残存率

50% 

60% 

90% 

60% 

完形

完形

90% 

50% 

11.6 5.0 口唇部は上面が平坦で沈線あり。 OB。 完形

(12.5) (4.5) やや歪曲。口唇部上面平坦一部沈線あり。焼成やや不良。 LB。 40%

50% 

50% 

90% 

4.8 I口唇部上面平山沈線あり。休部内面ヘラナデの後指ナデ。 OB。I90% 

12.0 5.0 口唇部は上面か平坦で沈線あり。 OB。 80% 

(12.0) 5.1 「l唇部は上面か斗社Llで沈線の痕跡あり。 O。 40% 

12.2 5.0 口唇部は上面が平担で一部に沈線あり。焼成良好。 O。 完形

12.8 5.3 口唇部卜面平J:且沈線あり。稜直上に細い沈線。 OB。 60% 

12.4 5.2 口唇部は上面が平坦で沈線あり。焼成良好。 RB。 90% 

12.2 5.4 口唇部は上面が平坦で沈線あり。 O。 完形

(12.5) (4.3) 口唇部上面平担て内傾し沈線あり。稜附上に細い沈線。 O。 30% 

12.2 5.4 口唇部は上血が平坦で沈線あり。 OB-LB。 完形

11.5 4.0 口唇部は上面が平坦で沈線あり。 RO-LB。 完形

11.8 5.2 口唇部上面が平坦で沈線の痕跡あり。 O。 完形

11.2 5.0 口唇部上面平廿1。稜而上に細い沈線。胎土砂をやや多く含み、 70% 

焼成やや不良。 LB-0。

12.4 5.3 口唇部は上面が平坦。 DB-OB。 80% 

12.2 5.1 Cl唇部は上而が平坦。体部はやや歪Ltli。OB。 90% 

12.8 4.7 やや歪曲。口唇部上面平坦。稜直上に細い沈線。 LB。 80% 

12.0 4.6 口唇部上面平坦、内面細い沈線状。稜直上に細い沈線。（）。 完形

5.3 口唇部は上面が平坦で沈線あり。 LB-OB。 完形

5.1 口唇部上面平坦沈線あり。体部内面に縦の砂の動き。 LB-0。 40%

5.3 口唇部は上面がやや平坦。 0-DB。 60% 

4.9 口唇部上面乎担で浅く沈線状。稜直上に細い沈線。 DB-RB。 50%

40% 

80% 

完形

- 14 -



□□□□ 
□□5 

C:J;~ 
□→ -
~ 只二~53

~D 
□□1 

口
／

□ ~'口=[).

□□ ~, □□ 

□□祁
~~' 
~:J_=J 
□□ ーニ
~il~ 

~D~ □ 

□□ □□6 

~~EJ•• 60 

~1~ □□64 

~if~. (;iL:~" 
□□ ~~. □ 
三□:~t• ~. 

10cm 

第 7図 A[叉第 1号住居跡出十．遺桐2)(1/ 4) 

~15~ 



番号 I器種 I口 径 I器裔

97 I杯
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特 徴

5.0 口唇部は上面か平坦で沈線あり。 YW-0。

5.2 口唇部上面平坦沈線あり。稜直上に細い沈線。 O。

残在率

30% 

70% 

4.7 口唇部上面平坦沈線あり。稜直上に太い沈線。 LO-OB。 50% 

4.9 口唇部上面平坦沈線あり。稜直上に細い沈線。 LRB-DB。 90% 

5.4 口唇部は上面が平坦。 LDB。 60% 

(4.3) 口唇部は上面が平坦で沈線あり。 OB。 30% 

(4.6) 口唇部は上面か平坦で沈線あり。焼成やや不良。 OB。 20% 

(4.5) 口唇部は上面が平坦で沈線あり。 OB。 20% 

(12.0) 4.2 口唇部平坦面か内傾し沈線あり。稜直上に細い沈線。 DB-B化 20% 

(12.0) (5.2) 口唇部は上面か平坦で沈線あり。稜附上に細い沈線。 LB。 20% 

(13.0) (4.2) 口唇部は平川面か内傾し一部に沈線あり。 DB-RB。 20% 

(13. 0) (4. 7) 口唇部は上面か平坦で沈線あり。 YW。 20% 

(12.5) (4.4) やや歪曲。口辱部上面平印で沈線あリ。焼成やや不良。 LB。 20% 
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4.5 口唇部は上面が平坦で沈線あり。 LOB。 20% 

5.1 口唇部は上面か平坦で沈線あり。 YW。 20% 

(4.6) [1唇部やや尖り内側に沈線あり。 LB-LO。 20% 

(5.0) 口唇部は上血が平川で浅く沈線状。焼成良好。 LB。 30% 

4.7 [7唇部上面平坦で沈線あり。稜直l:.に細い沈線。 0B-YW。 30% 

4.1 口唇部L面平坦沈線の痕跡。稜直上に細い沈線。 BCB-YW。 20% 

(4.2) 口唇部は上面が平坦。 RB。 20% 

5.4 口唇部上面やや平坦。焼成良好。 RB-LB。 完形

5.3 口唇部は上面が平坦。 RO-LB。 完形

5.0 口唇部やや丸い。稜直上に細い沈線。 BC-YW。 90% 

4.8 口唇部は上面が平坦で沈線あり。胎士．砂を含む。 DB。 40% 

5.4 口唇部は上面か平凱。胎土砂を含む。 O。 40% 

(5.8) 口唇部は丸い。稜直上に細い沈線。 OB。 20% 

7.3 口唇部はやや尖る。体部内面ヘラナデの後指ナデ。 OB-BeB。 60% 

(7 .0) LI唇部上面やや平川、内面に細い沈線。 RB。 30% 

7.4 口唇部上面平坦で沈線あり。稜直上に細い沈線。 0B-LB。 40% 

7.0 口唇部は上面が平坦で沈線の痕跡あり。 LOB。 80% 

7.3 口唇部上面平坦で沈線あり、内面にも浅く沈線状。 YW。 完形

6.9 「l唇部は上面か平坦。 LB-0。 80% 

6.4 口唇部ート而平坦沈線の痕跡あり。稜直上に細い沈線。 0-YW。 70%

7.0 やや歪曲。口唇部は上面が平坦で沈線あり。 RB。

6.4 口唇部はL面が平坦で沈線あり。 DB-OB。

80% 

80% 

14.7 6.5 口唇部上面平坦沈線の痕跡。稜直上に細い沈線。 DB-OB。 80% 

(16.0) (6.0) やや歪訓。口唇部上面平JE_I。稜直上に細い沈線。 RB-ses。 40% 

(17.5) (5.6) 口唇部やや尖り内面に沈線。稜直上に細い沈線。 DB-OB。 10% 

(10 .0) 4.6 I口緑部外反しやや開く。口唇部は丸い。 DB-OB。 50% 

- 16 -
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1
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＂ 7

8

9

0

1

2

 

5

5

5

6

6

6

 

1

1

1

1

1

1

 

163 II 

164 II 

165 II 

166 II 

167 II 

168 II 

1691 II 

170 II 

(12.0) (2.8) 第 2号住居跡からの流入か。 10% 

13.4 6.0 口唇部は丸い。焼成やや不良。 LB-0。 完形

13.0 5.0 口唇部は丸い。 LB-0。 完形

11.3 5.2 口唇部は細くやや尖る。体部やや歪曲。 DB。 70% 

(13.0) 5.9 口唇部は丸い。焼成やや不良。 RB。 70% 

(14.0) 5.3 口唇部は上面かやや平坦て内側か押えられている。 OB。 40% 

(13.0) 4.0 口縁部と体部の境は屈曲して弱い稜を作り出す。 0-LB。 20% 

11.5 5.5 口唇部は上面が平j町で沈線あり。焼成やや不良。、 LB-DB。 80% 

11.5 4.8 やや歪曲。口唇部は細くやや丸い。 LOB。 90% 

11.9 5.1 口唇部やや尖る。焼成やや不良。 LB-DB。 80% 

11.5 4.7 口唇部は丸い。 LOB。 完形

11.6 (4.2) やや浅い器形。口唇部細〈丸い。 LB。

(10.5) (3.8) 小型で歪曲。口唇部は細く丸い。 DB。

ヽ
‘
~
、
ー
／

0

7

 
0
 
0
 

．

．

．

．

 

0

0

3

4

 

1

1

1

1

 

（

（

 

□三音丘ゃ夫る。口土砂を少絨含も。 L正ィ敗

4.0 稜直上に沈線。第 2号住居跡からの流入か。

4.3 小型で口唇部やや尖る。 LB。

5.6 口唇部内面に沈線あり。 RB。

(3.7) 口唇部内面に沈線あり。 OB。

(4.1) 口唇部やや尖る。焼成やや不良。 ow。

(14.0) (5.2) 口緑部外反して開く。口唇部は丸い。 OB。

(10.5) (6.1) ロ唇部は上面か平坦で沈線あり。 LGB。

残存率

60% 

50% 

20% 

40% 

80% 

60% 

40% 

20% 

20% 

30% 

(10.5) (7.3) 口唇部は上面が平坦。 OB。 20% 

(11.5) (5.9) 口唇部は上面が平坦で沈線の康跡あり。焼成良好。 DB。 20% 

10.9 6.5 底部はやや平坦。焼成良好。 OB。 90% 

10.5 6.7 口唇部は上面がやや平坦。焼成良好。 O。 完形

(11.0) (5 .6) 口唇部は上面が平坦で沈線あり。 LB。 30% 

(10.0) (6.2) 口唇部上面平坦沈線あり。体部内側ヘラナデの後指ナデ。 DB 30% 

-LB。

(12.0) 6.2 口唇部は上面が平坦で沈線の痕跡あり。 LB-OB。 SO% 

(11.0) (5.5) 口唇部上面平坦沈線あり。底部内面ヘラナデの後指ナテ。 ow。 10%

(11.5) (5 .4) 口唇部は丸い。 OB。

(11.5) (6.0) かなり歪曲。口唇部は上面か平坦で沈線あり。 LB。

(12.0) (5.4) 口唇部は上面かやや平坦。 OB。

(12.0) (6.9) 口唇部は上面がやや平坦。 DB-OB。

(11.0) (4.8) 口唇部は上面が平坦で沈線あり。 LB。

(11.0) (5.3) 口唇部は上面が平坦で沈線の痕跡あり。焼成良好。 DB。

30% 

60% 

30% 

20% 

20% 

10% 

土師器杯・坑は、全般的に、若干軽質で器面がやや磨滅している。

1 -121はいわゆる校倣杯である。口径は12-13cm前後、器高は 5cm前後である。口縁部は、中

~19~ 
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位にふ〈,'.,みを介して少し外傾又は外反するものか多く、「l野部はわすかに外反するも 7)か多し・,,

104 7)ように L」緑部か外反してかなり間〈ものもある C f本部は丸く、令般的！ごややi¥し、 口改i』;［は

横＋テ、（本部外面はヘラ削りてある 体部内面はよ〈ナテられており、ヘラナテび）後指＋テか地さ

れたことか認められるも(')もある．＾ 旦伯噌1;は丸しヽ も (l)もあるか、 J罪］かギ坦iこ成形さ iし、おそら〈

は爪などによる I尤祝か施されだも J)か多し',. LJ奇汝部ど体罪び）燒の稜の直上にも爪などにより施さ iし

だと息われる北線か l条又は数条柚されたものかある "'..j4・45・G笞.:)l)は、稜［有 l↓こやや太し,;尤綜

か巡っている「 なお、高坪の可能性かあるものも芥干数含ま 1している

122-1:、Hは大型のものてある」

l -121に類似するか、

13り・ l3(iは小型のものてある

l:37・l: 灼3ii、 LI 舟吠音〖力{j)、Ji頃し、

LI径は 15cm前後、器高は 7cm則後てある 3

ロ縁郎はあまり惜jかす、

形態や調陀の様 fーは

口佳と稜の部分の怪ははは同一てある, 124・134 

のように lI唇部内宜に爪などによる，，t祝か巡るものかある

fl径は10cmはと、器高は4.5cmはどてある。

11唇部と 1本部の埼の稜かつ§ 出しだ戊いものてある-, 第 2号住居

跡との切り合い付近よリ出十＾し、第巳号住居跡から流入したものてある可能性かある 3

i:39-155 iよ、

156-170 Iよ、

LJ紋始IIと丸し）｛本部の境か不明瞭なものであるで

削り、 f本部内面はよくナテられてしヽる J

口改部は描ナテ、 f本部外由はヘラ

ロ唇部はわすかに外反するものか多〈、

られてやや尖るもの、 145 のように Lrfrf い爪などによる沈線か施苔れだものなど力•ある c 144は LJ

縁蔀か外傾し、（文し叶本部との境にサ：jし＼稜かある 0 151は 11縁部か外反してかなり間く。

口和K乳II「＜」＇『::/人に屈曲し、

内面か平坦にナテ

丸〈 0tった1本部を打する培てある。最大径を体部中位

に有するものか多く、やや F位になるものや、 ロ径とあまりかわらないものもある r LI唇部刀上面

かf・土n:こ成形されてしヽるものかあり、 爪などによる沈祝か施されてし)るものもある []緑部及ひ1本

罪外血 L位は横ナテ、体邸外宜卜位はヘラ削り、体罪内面はよくナテられている.,

なお l-170の中に、 内面からの圧力によリ亀裂か入ったと思われるものかあるッ

イ．十師器高Jf、｛第10図171-第12図228)
●― I ．．．．．．  

=~:>'!I>i: 1〗n口~::'.~~~~し尤:;.脚：［ニニnf;1",, o ;,~::;: Iロ
I I 

I OB。

II 16.5 , (12.0;. 1旦_() [1唇部・稜也上の一部・頸部に細し,;t腺、脚部内血ヘラ削

1 174 , 

1175 i 

!11 

178 

” 16.6 

i 18. S 

＇ 

I 
ilG.O 

1179 II (] 7. 0 二 __188 

l l. り

l:!. 3 

18.l 

ー3 。
12.0 

(fi. 1) 

s':3) 

I 6.S 1 

I'J.6 ! 
＇ 

り＇，焼成良好, 0!3-LOB。

「l悟部の一郎に紐い，t希乱脚邸内面ヘラ削り C ()  B Q 

LJ唇部上血I文び稜の上［こ細い北森 脚部内面ヘラ削りっ

OB 

[1唇部外n'!H鳴し稜直上に沈奇見焼成良好 C LO, 

口唇部士面平担沈線あリ，-稜以下はへら削りぐ 08 .. 

L
 

80% 

80% 

70% 

坪90?00

沐讃1%

「l笞部外向‘ド坦沈線あり 稜直卜に沈緑 0~J_ D' ]J似叫

u唇部外面平釦、ーその卜側の一部に沈線 焼成良好 OBぐIlf9叫
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番号［器種 I口 怪 I底径

181 高杯 (18.0) -~ 

＂ 2

3

4

5

6

 

8

8

8

8

8

 

ー

1

1

1

1

I

I

"

 

7

8

9

 

8

8

8

 

1

1

1

 

- (7.2) 脚部内面は横位のヘラ削りの後ナデ。 0-LOB。

(10.0) (7. 7) 外面縦位のヘラ削りの後ナデ。内面横位のヘラ削りの後ナ 1脚30%

デ。外面 LOB、内面YW。

190 II 12.l 9.3 8.5 口唇部丸い。稜直上に細い沈線。 OB。 完形

191 11 13.2 9.5 9.7 口唇部丸い。稜虹上に細い沈線。 LO。 完形

192 11 11.8 9.3 9.6 口唇部丸い。 OB。杯部内面YW。 90% 

193 11 12.0 8.4 9.5 口唇部は上面が平坦。 OB。 完形

194 11 12. 7 9. 6 8. 9 口唇部は上面が平坦。稜直上は浅く沈線状。焼成良好。 0 90% 

-LO。

195 I II I 12. 3 I 9. 5 I 9. 4 I口唇部上面やや平坦。稜直上浅く沈線状。焼成良好。 OB。1完形

”
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6

7

8

9

 

9

9

9

9

 

1

1

1

1

 

200 

201 

202 

II 

II 

II 

”
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3

4

5

6

7

8

 

0

0

 
0
 
0
 
0
 
0
 

2

2

2

2

2

2

 

＂ 9

0

1

2

3

 

0

1

1

1

1

 

2

2

2

2

2

 

214 

215 

II 

II 

17.4 

— , 11.8 (8.5) 脚部内面は横位のヘラ削りの後ナテ。焼成良好。 OB。 脚90%

-— , (13.0) (9.4) 脚部内面横位のヘラ削り。裾端部に細い沈線。焼成良好。 脚80%

OB-LOB。

-— , (11.0) I (7.7) I脚部内面は枇位のヘラ削りの後ナデか。 LOB。 1脚30%
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特 徴

ロ唇部上面平坦。稜面上に細い沈線。 OB。

口唇部上面平坦沈線あり。稜以下はヘラ削り。 OB。

杯部下位はやや丸く外面ヘラ削り。胎上小石含む。 RB。

— , (5.7) I杯部やや深く、外面下位はヘラ削りの後ナデか。 OB。

9.8 8.8 口唇部上面平坦沈線。稜直上浅く沈線状。焼成良好。 O。 完形

8.8 8. 7 口唇部上面平坦で沈線あり。焼成良好。 0-0B。 完形

9.9 8.9 口唇部上面平坦沈線あり。稜は鋭い。焼成良好。 LOB。 90% 

9.6 (6.1) 坪部外面剥落。脚部内面は丁寧なナデ。 OB。 脚90%

脚部内面は丁寧なナテ。 OB、脚部内面B2B。

脚部内面は丁寧なナデ。 OB。

9.6 (5.8) 脚部内面は丁寧なナデ。 YW-LD。

(9.0) (4.1) 焼成やや不良。胎土には気泡多い。 OB。

9.6 (6.5) 脚内面丁寧なナデ。 LB、杯内面DB、脚内面B見

9 .6 (5 .5) 脚部内面は丁寧なナデ。裾端部は平坦。 OL。

9.8 (6 .3) 脚部内面はナデ、天井部中央がポタン状隆起。 LO。

(10.0) (4.9) やや歪曲。脚部内面は丁寧なナデ。 OB。

(9.0) (5.0) 脚部内面ヘラ削りの後ナデ。杯部内面剥落。 L0-0。

8.8 

残存率

沐50%

杯完形

潤完形

脚70%

やや大型。脚内面はヘラ削りの後若干のナデ。 LD-LB。I肌130%

脚90%

脚30%

脚GO%

9.4 (5.0) 杯部かなり傾く。脚部内面ヘラ削りの後丁寧なナデ。 OB。I肌180%

9 .4 (5 .2) 脚部内面丁寧なナデ。 OB--LB。 脚50%

8.6 (5 .8) 杯部は小さいものか。脚内面ヘラ削りの後ナデ、中位以上 脚完形

の調整は粗い。 O。

9.5 I (4.4) Iかなり低いIJ1:il。裾端部下面沈線状。脚内面丁寧なナデ。 O。1肌II完形

翡170%

脚80%

脚50%

脚30%

(4.5) ll朴1部内面ヘラ削りの後ナデか。 LO。

(5.4) 脚部内面ヘラ削りの後粗いナデ。外面ヘラ削りの後ナデ。 1脚80%
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第lW<I A区第 1号住居跡出十連物71(J/4) 

番号 器種 ロ径 底径 器高 特 徴 残打率
216 高杯 9.3 (5.5) 脚部内面は丁寧なナデ。 LB。 栂80%

217 II (8.5) (4.5) 脚部内面は丁寧なナデ。 O。 脚30%

218 II (9.5) (4.5) 脚部内面は丁寧なナテ。 OB。 脚70%

219 II (9.5) (4.0) 脚部内面ヘラ削りの後ナデ。天井部ボタン状隆起。 LB。 脚60%

220 JI (11.0) (5.4) 脚部内面は丁寧なナデ。焼成良好。 OB。 脚60%

221 II (4.3) 脚部内面ヘラ削りの後ナデ。 OB。

222 
” 9.5 (4.6) 脚部内面は丁寧なナデ。 OB-DB。 脚70%

223 JI (5.4) 脚部内面は丁寧なナデ。 OB。

224 II 10.2 (4.4) 脚部内面は丁寧なナデ。焼成良好。 脚70%

- 24 -



番号 器種 ロ径 底径 器高 特 徴 残存率

225 高杯 (12.0) 7.0 坪部はやや大型か。脚部内面丁寧なナデ。 OB-LRB。 脚80%

226 II 13.6 10.2 9 1 ロ唇部上面平坦で沈線あり。杯部の口緑部と体部の境は不 90% 

明瞭。脚部内面丁寧なナデ、天井部ボタン状隆起。 LOB。

227 II 12 0 (7.0) 脚部外面中位に明瞭な段。脚部内面丁寧なナデ。 DB。 脚80%

228 
” 

11.0 9.0 9.1 Jボ部はやや小型で口緑部と体部の境は不明瞭。脚部内面は 90% 

丁寧なナデ。 LO。

171-189は、和泉式の特徴を受け継いたものである。口縁部は外反して大きく開ぎ、体部下位は

屈曲して稜を有する。接合部は締めつけられ、脚部は少し「ハ」字状に開き、若干の丸みを有している。

裾は屈曲して平坦に広かる。調整は、 Cl緑部は横ナデ、杯部の体部外血下位（稜以下）はヘラ削り。

脚部内面はヘラ削り、又はヘラ削りの後芥干のナデ、脚部外面は丁寧にナデられているか、縦位のヘラ

削りの後ナデられたものであろう。裾はよくナデられている。 171・172-176・182・184・185・187・

189などは杯部と脚部の接合の様子が明瞭である。なお、口唇部の卜面]¥杯部の体部外面の稜の上、

杯部と !)1、fl部の接合部の外面等に、爪などによると思われる細い沈線が施されたものがある。

190-225は、小さい脚の上にいわゆる投倣杯か乗ったものである。杯部の形態か確認でぎるもの

は190-198である。口緑部は外反又は外傾し、 LI唇部上面は平担なもの、平坦で爪などによる沈線

が施されたものが多い。稜直上にも爪などによる細い沈線か施されたものがある。 202・205・211・

225などの杯部はやや大きかったものと思われる。脚部は、「ハ」字状に開くもの、上位が締めら

れて直立気味になるものなどがあるが、裾は外反して広かり、端部は丸い。 209の脚部はかなり低

い。脚部の内外而は丁寧にナデられているが、 190・193・199・202・206・208・214・215・219・221

は脚部内面は、ヘラ削りの後にナデられたようである。 196・197・220は、 11/:[I部内面か底を上にみ

て右皿肱方向にナデられたことか明瞭である。 215の脚部外面は縦方向のヘラ削りの後にナデられ

たようである。なお、器面はやや磨滅したものが多い。

226は、口緑部が外反して開ぎ、杯部の［」緑部と体部の境があまりはっきりしないもので、 190-

198とは形態が異なる。 227は底径か大ぎく、大型の杯部が乗っていたと思われるものである。脚部

外面中位に段状の部分を有する。 228は、小叩Jの杯部か乗ったものである。口縁部は内胄気味でロ

唇部はやや尖っている。

ウ．土師器甕．壺（第13図229-第19図284)

番号 器種 □ 径 /J[ii]径 底径 器高 特 徴 残存率

229 胡.,,,r: 16.5 19.1 6.0 24.9 ロ唇部—・ト面平但沈線あり。内面丁寧なナデ。内外 完形

面とも一部輪積痕明瞭。胎土砂を多く含む。 OB。

230 II 14.4 19.4 5.1 22.5 頸部に沈線。肩部はナデられている。内面丁寧な 完形

ナデ。胎：L砂を含む。 OB。

231 JI 18. l (24.0) (25 2) かなり歪rtfl。頸部に細い沈線。内面ヘラナデ。底 40% 

は丸底気味か。屈部指の押圧。胎土砂を含む LB。

232 
” 16.6 (23.0) (6.0) 23.1 ロ唇部上面平坦沈線あり。肩部はヘラ削りの後指 40% 

ー.. 25~ 
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第14図 Alメ^第 1号住居跡什',-!: 逍物19)(1/4) 

番号 器種 ロ径 胴径 底径 器高 特 徴 残存率

押圧・ナデ。内面丁寧なナデ。胎土砂含む。 LB。

233 甕 16.0 17.5 5.5 21.0 口唇部上面平坦沈線あり。内面ヘラナデ。内外面 70% 

とも一部輪積痕明瞭。胎土砂• 小石含む。 RB。

234 II 15 0 15.8 (19 .0) 内面ヘラナデ。外面輪積脹明瞭。 0-LOB。 70% 

235 II (17 .0) (24.0) 8 5 30.5 かなり歪曲か。口唇部外面平坦沈線あり。口縁部 30% 

中位に細い沈線。底面やや丸い。内面丁寧なナデ。

胎土砂を多く含む。 OB。

236 II 17 .4 24.9 (17.2) 内面丁寧なナデ。胎土砂を多く含む。 OB-DB。

237 II 21.4 (18.3) 口唇部l濯：面平坦。口緑部中位・ 頸部に細い沈線。

内面ヘラナテ。胎土砂多く含。焼成良好。 DB。

238 II 18.5 18.8 6.0 32.5 内面ヘラナデ。外面輪柏痕明瞭。胎上砂多く含む。 90% 

―-27 -



239 240 

¥::¥ 
242 

241 

10cm 

第15図 Al叉第 1号住屈跡出t逍物)0) (l/4) 

番号 器種 ロ径 胴径 底径 器高 特 徴 残存率

OB。

239 甕 18 4 20.5 6 5 31. 3 口唇部上面平坦で浅く沈線状。内面丁寧なナデ。 80% 

胎土砂を多く含。 OB-DB。

240 II 18.3 20.9 6 0 30.0 口唇部外面平凱。内頂iヘラナデ。内面の一部輪栢 完形

狼明瞭。胎上砂を多く含む。 LO。

241 II (18.0) (19. 5) (6.0) 30.6 IJl,{J部外面上位はヘラ削りの後ナデか。内面ヘラナ 40% 

デ。胎土砂を多く含む。 LB。

―-28~. 



番号I枷種 1 中 f釜 I)][,ljt蚤 I底径 I伽殴
242 甕 18.2 20. 1 5 . 3 30 . 0 ロ唇部日：面平JJJ沈線あり。内面ヘラナデ。外面頸¥80% 

部煎下に輪柏股。胎上砂を含む。 YW-0。

213 I " I 1 s. o I 19. s I (6 . 9) I 2s. 9 I外面輪柏痕明瞭。内面ヘラナデ。胎上砂を多く含 190%

244 I II I (18.5) I (18.0) 

245 I " I (17 .o) I (21.0) 

246 I II I (17.5) I (18.3) 

247 

248 

249 

250 

ロ唇部上面平坦沈線あり。内面ヘラナデ。胎土砂

を含む。 YW。

内面丁寧なナデ。胎土砂を含む。 YW。

内面丁寧なナデ。胎土砂• 小石を含む。 OB。

頸部部分的に細い沈線。内面ヘラナデ。胎土砂を

多く含む。焼成やや不良。 LB。

251 I小叫r」I15.9 I 15.4 I 4.8 I 21.8 I 「I唇部外面の一部に細い沈線。内曲ヘラナデ。内！完形

257 

258 

259 

260 

262 

263 

264 

I! 

” 
II 

II 

晟況―4

252 I訊 I(19.o) I (21.5) 
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牛 徴 残存率

む。 OB。

—, (29 .o) I 口唇部上面平坦沈線あり。内面ヘラナテか。胎土 I20% 
砂を多く含む。 YW。

-—, (28.8) I外面頸部直下はヘラ削りの後ナデか。胎土砂を多 I30% 
く含む。 OB。

一,(27. 9) I 内面横位のナデか。胎上砂• 小石を含む。 OB。 130% 

面輪柏J.fs[明瞭。 LOB。

, (29.5) I Cl唇部L面乎坦沈線あり。内面ヘラナデの後ナデ

か。胎土砂を含む。 OB。

—, (7.5) 内面丁寧なナテ。胎土砂を多く含む。 YW。

·—, (12. 6) 内面やや粗いナデ。胎土砂を多く含む。 LO。

—, (7.9) 口唇部外面,rz」H沈線あり。外面ハケ目調格の後へ

ラ削り。内面ヘラナテ。胎土砂を含む。 ow。

, (s.3) I口唇部J血平」且沈線あり。外而ヘラ削りの後ナデ

か。内面ヘラナデ。胎土砂多く含む。 LB。

—- . (7 .z) I外面ヘラ削りの後ナデか。内面ヘラナデの後ナデ

か。胎土砂を含む。 ow。

—, (7.8) I口唇部上面平坦一部沈線あり。外面ヘラ削りの後

ナデか。内而ヘラナデ。 11f,士砂を多く含む。 LB。

·—, (9.7) 口伶部上面乎坦沈線あり。内血ヘラナデ。胎土砂

を含む。外面 0、内而OB。

—, (9. s) I 口唇部上面平担沈線あり。外面ヘラ削りの後ナデ

か。内面丁寧なナデ。焼成良好。 LOB。

—, os.z) I口唇部上面平坦。内部ヘラナデの後ナデか。胎土

砂を含む。 ow。
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内面ヘラナデの後ナデか。胎土砂を含む。 LO。

内面丁寧なナデ。胎上砂を含む。焼成良好。 ow。'

ロ唇部上而平坦。胎t砂を少凪含む。 LO。

—, (s.4) I 「l唇部上面平見。外血ヘラ削りの後ナテか。内面

70% 
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番号 器種 ロ径 胴径 底径 器高 特 徴

ヘラナデ。胎土砂を含む。焼成やや不良。 YW。

266 甕 (23.0) (25.0) (12. 5) ロ唇部上面やや平坦。外面ヘラ削りの後ナデか。

内面ヘラナデか。胎土砂を含む。 OB。

267 II (23.5) (13. 0) 口唇部外面に沈線。外面上位ヘラ削りの後ナデか。

内而ヘラナデの後ナデ。胎土砂を少醤含む。 LO。

268 罪~ (28.0) (8.3) 大型の壺形のものか。内面斑点状の剥離。胎土砂

を少量含む。 OB。

269 甕 7 4 (15. 2) 内面ナデ、下位は粗い。胎土砂を多く含む。 DB。

270 II (18.5) (6.5) (18.3) 内面ヘラナデの後ナデ。胎上砂を含む。 YW。

271 II (6.5) (2.7) 胎土砂を含む。 DB。

272 II 6.4 (8.2) 胎土砂を多く含む。外面 LB。内面 LGB。

273 
” 

(5.5) (2.8) 内面ヘラナでの後ナデか。胎土砂を含む。 OB。

274 II 6.1 (3.5) 内面丁寧なナデ。胎土砂を含む。 OW-0。

275 II (4.5) (5.1) 内面丁寧なナテ。胎土砂を多く含む。 OB-LB。

276 
” 

5.2 (2 .4) 内面丁堺なナデ。胎土砂を含む。 YW-LO。

277 // (6.5) (2.7) 胎：：上砂を含む。 DB。

278 II 3.6 (2  7) 小さい底部。底血はやや丸く木葉痕あり。胎上砂

（ を少屈含む。 LB-LO。

279 小型 13.6 13.4 16 8 やや歪曲。内面ヘラナデ。外面輪柏み痕明瞭。胎 70% 
胡瓦{j 

土砂を含む。 DB。

280 II (15. 5) (15.5) (8.0) 口唇部上面平坦。内面ヘラナデ。胎土砂を多く含

む。 B£B-DB。

281 ？-"'ヰ・ (15. 5) (12. 6) 外面ハケ目』月整の後ヘラ削り。内面ヘラナテ。胎

こ七砂を含む。焼成良好。 YW-LB。

282 II (16.0) (10.0) ロ唇部外面平坦沈線あり。外面ヘラ削りの後ナテ

か。内面ヘラナデ。頸部内面匝下は指の押圧。胎

土砂を含む。焼成良好。 YW-0。

283 II (30.0) (10.0) (24.0) 内面丁寧なナデ。胎上砂を少最含む。 LO-0。

284 ” 
(29.0) (8.0) (18.3) 内面横位のナデか。胎土砂を少鼠含む。 OB。

上帥器甕は、いわゆる批形のもの、やや長胴化したもの、 JJ/rrJ部が丸く張ったものなどかあり、頸

部は「く」字状に屈曲したもの、屈曲の緩いもの、やや丸く外反したものなどがある。最大径は胴

部中位になるものが多い。口唇部には爪などによる細い沈線が施されたものもある。調格は、器面

の磨滅のために不明瞭なものか多いか、口縁部は横ナテ、胴部外面はヘラ削り、胴部内面はヘラナ

デの後指ナデ（表にはヘラナデが確認できるもののみを記した）と思われる。胴部外面上位は、ヘ

ラ削リの後に若十ナデられたと思われるものがある。底面は粗く削られたものか多い。 255の胴部

外面は、頸部U'こ［下にハケ日調整か認められ、その下はヘラ削りである。 230-232・235はやや特異な形

態を呈する。 230は、頚部が直立気味で外面に沈線が巡っている。胴部外面は横方向のヘラ削りで、

J・. 位はナテられている。 231は仝体に歪仙しており、口緑部はあまり外傾せず口唇部が外反してい

- 33 -
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"''LJ緑邸外向に糾＼ヽ沈線か 2条巡ってし入る,, 胴部外曲は糾め）」 j{」jのヘラ削りてある c 232は、頚

部の屈曲か紋く、 jf,i]部外面は椛方向のヘラ削りで［位はナテられている 0 235は、形態• 手法か2:n

に和似し、口緑部外面に細い沈線ガ 1条巡ってしヽる，底面は丸みをもってしヽる，

26おは大I料の壺形J.器のr-1縁部と思われる c 264も壺形を呈するものかもしれなし、'、 281-284は球

形の胴;'船を hする壺形士器てあるこ， 281は、角部直下にノヽケ [j調焙か認められ、その下はヘラ削り

である c 281の胴部外面 f-_位は、ヘラ削りの後ナテられているようてある a なお、第 2号fl:居跡の

方に；じ載した26・27の壺形十一器も、第 1り仕屈跡に伴うものと考えられる」

エ．十．師器竹ll(第19凶285-第20凶290)

番~三Hill 径 I底 ttI 牝じ高 1 特 徴 残存率

285 I屑h I 2].1 I 8 .. ~ 28.0 I [I笞部上面ギl-日、、北線あり,/内血ヘラナテの後指ナテ。内外 I90% 

面とも輪積痕明瞭，胎土砂を含む C LB-LO, 

22.8 I口替邸上面印旦沈線あり。内血ヘラナ戸外面倫柏批明瞭。 190%

胎土砂を含む-, 外r/riO、内血B£B,

287 I II I 24. 0 I — 112::l.G) I D唇部外面,,,ナ見外面ヘラ削りの後ナテか。内面横のヘラ 170%

ナテの後縦のヘラナテ‘ヽ）胎土砂を含む。外面 LO内面13£13.,

286 I " I 20. 7 I 9. o 

ー

型

K

!

l
 

j

-

I

I

1

-

8

9

0

-

8

8

9

 

2

2

2

-

'
|
—
—
」

16.6 

(16.5) 

＼
）
 

U
J
 ，

 

ヽ

＼
 r

J
 

6
 

(’ 

(5.5) 

(16.:3) 

15.4 

13.4 

外面縦のヘラ削りか。内面縦に細かく店かれているようで l 一

あるし胎 I:砂を含む C LO, 

U唇部！．．面平凱沈線あり" Ii、J面横のヘラナテの後縦の磨苔 0 I 70% 

外面輪積般明瞭c L 0、外面下位に患斑つ

内血ヘラナテ，胎上砂を含む" LB" 50% 

285-289は、口縁部外反し、胴部は上半か直立気味で下半かすはまり、 F端部は平±LIにナテられ

ている c 287は胴邪か怜十ふくらんている,, 290は、外反する口縁部はやや長〈、胴部は下端へ直線

的にすぱまる・. 調整は、器向のI作成のためにあまリ明瞭ではないか、口杖部横ナテ、胴部外面縦方

向のヘラ削り (285・288・289は若十ナテられているようである）、 ij/,]部内而は、 285・288かヘラナ

テの後指ナデ、 286・287・290かヘラナテ、 288・290かヘラ磨きである r

ォ．土帥器鉢 I第20図291--第21図304)

｀器種口径底径器高 特 徴 残存率

「;2-9-1- 鉢 22. 9 7. U 11. 7 口・唇部」:.面平j日沈線ありつ外面ヘラ削りの後ナテか。内面 完形

ヘラナテの後ナテか o OW-DBO 

292 11 2S. 5 6 7 13 0 口唇部上而平ナ且沈線あり．，外面ヘラ削りの後希十のナデ0 90% 

I I 内面ヘラナテの後ナテか" 0 Be 

29J /I 2J. CJ 7 CJ 14 1 I I唇部上血乎且!_-.部に沈線3 外血ヘラ削り、内面丁寧なナ 70% 

Iテ。外面 OB、内面 LO,

!

:~; /I 20. 2 5, : I "14・._'8 I I I j 口唇部t血'f坦外曲沈線ありし外頂lヘラ/'jljりの後若干のナ so?a 
テか 内而ヘラナテの後ナテ DB., 

11 21.1 I 6. ロ唇部卜面部分的に平」B外面戊く i:t線状・, 外向ヘラ削りの,80% 

' . I 後店十のナテ。内lfliヘラナテの後+T:,0 B、底而に黒斑CI
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I氏仔 i器裔

―--・+---- -t····~ ~ 特徴

t.i. 0 : 11. 4 口特部上面ft恥尤報あり 外面ヘラi'Jljりの後若干の十テ。
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13.0 

(12 0) 

'i,8 

i 10. 2) 

I内lfll「寧なナテ、o LO. 

I (7. 51・LI朽部上1/ri乎廿l戊く北線；1し内面 l寧なヘラナテ" I]台上砂

Iを含む，， LB。

(10.0) : [1 杓部い(Ij•臼凡J;(i:t刀浪囚外血ヘラ削リカ□ 内面は横方

向のナテか、，頸部直上に明瞭な輪桔痕C、LO.,

l 10.G) I 外面はヘラ削りの後若iのナテか，内面はナテ~底は丸底

か。胎士砂を含む。焼成やや不良。 ll.B。

外面柑いヘラ削り C 内血横方向のナテ，．胎J:砂を含む"焼

LO-RB。

11. 5 

(7.0) 

成やや不良

体部外1irif位ヘラ削り、上位～中位はナテ、内面ヘラナテ

の後ナテ 胎土砂を含む―. RB。

[I笞部は丸〈内側に沈線あリら外面椛方向のヘラ削リの後

lーロ［カロ／妥;;:;:ロロ：、）［三□：ローすL~旧B]へ

I 圧り） 手1111 外面ヘラ削l り、内佃丁祢•なナテの胎 I砂を多〈含む，9

焼成やや不良'YWC

_
9
/
0
 

}
Q
 

率存

0

残
一
，

70% 

40% 

完形

:30% 

2~1- 巳%(よ、 口縁部外）又し休罪は半球）わを旱する a d剛名は、諾向のI介減によりやや不明瞭たか、

n緑部は横十テ、 f本部外血ヘラ削jリの後若十のナテ、 f本部内 [iiりはヘラナテの後指ナテてあろう C'Iこ

JIIな底面は、削られたもの (291-2¥)3)、削られた後に閤トナテられたもの

2~)7· 四呂も如似した形態を呈するものど息われる 3

(294-2%) かある C

公19・3(10は、体乳［か球形を 7する小叩のものてある 3

I氏は丸底と思われる，

口縁部は知〈、 29CJは直立、 300は外仰する 'o

301・302/よ、 口緑部外反し、泊部は「く」字：l人に屈曲し、 f本部は丸く~!ミ・")ている。最大径は体部

111位てある c'.)l)lの底面は平JIIに削ら tLた後、打下ナテられてしヽる

303・304は特沢な形態をり1する 301は大合〈開いた形態を旱する。 口唇部は上血か半坦に成形

され問血四角い イ本部卜位は輪桔みを利用して屈ltllし、 叫瞭な稜を作り出す。底血は簡単に削られ

ている 3U2は別の H/uJ部以下のような形態を早し、かなり手」!!1している

十肥）厚している，

ロ唇部は丸く、内澗へ若

力．

［`  ←― 
305 

上帥器その他！第21[/]:1()5-311)
，一

訊 1 法 屈一•特
手lり 「l往6.S、底径1.5、器裔7.5 やや手 1111 内面丁祢なナテ＼

1 ド位に指の押！王牧 底部はかなり /'fいか切落す予定てあ，たものてあろう. L 0。

推定Hr0l斧1り 1・）、残化高9.00 外面上位はナテ、 F位はヘラ削り n 内面上位は指の押圧

の後ナテ、下位はナテ，孔は胴部のやや下位1こ焼成後外側からあげられ周辺か判離c

徴面もナテられているか、 11/~:::
:ms 氾

~37~ 
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番号 l器柾 法 贔 七
J牛 徴 残存率J

その向ってん側にも穿孔を試みたような表面闊離 L 0., 

:m7 I 1廿 I廿i定胴径16.0、残仔高7.60 外面ヘラ削りの後ナテか 内血上位指の押ff.の後ナテ、

::ios 

310 

I 311 

内印下位ヘラナテの後ナテか LO., 

用 I 推定 /Jl~j怪15.0 、夕K 化富6.7、)外血 Pt"' なナテか｛内面泊部由 r:は指の押I土の後ナテ、

それ以下はナテ L 0, 

309 I文脚 I上面径5.0、孔任1.7、底径10.5、器励16.4,上面の孔は外側からあけら

II 

I' 

れ、孔の周囲定形

で横のヘラナ

テ。内外面一

（特に内血）輪柏低明瞭。内面粗いヘラ削り、特に上位は横方向の凹凸か激しい。 LO。

底径10.4、残存硲9.2。外血ナテか。内面輪積痕明瞭、 卜位は横方向のヘラ肖IJリ、中

指で強しヽ ナテ。 LB。

は沈線状。裾はつまんて作り出される。外血ヘラ削り。内血輪桔股明諒

テ, LB-LO, 

底径11.8、残存凶16.い裾はつまんて調整 C、外面は縦のヘラ削りの後ナ

位以上は！から Fヘ

305<lllは、いすれも器面か若T-味減しているため、調柊は不明瞭てある" :noの文脚はカマト

内より出Lした J

キ．士玉• ロ玉（第21図312--315)

番号!f砂 IJ 径 i孔径 厚各 特 徴

o 9 II やや臼厄孔は通っておらす、一方からのみあけようとしたよう

であふ表面の調枠は丁寧 3 焼成良好。 B。

0.7 0形。孔はまっす〈に通る。表面の調整は丁寧。焼成良好。 oc
0.45 滑石製。孔はまっすぐに通る。 t面・下面ともやや凹凸あり。

0.3 滑石製。孔はまっすぐに通る。上面・下面ども平坦，9

b. 第 2号仕居跡（第 3図）

A区の南側に位置し、北側は第 1号住居跡を破壊して構簗されている。住I片跡全体の90%以上を

調査しえたものと思われるぐ

平而プランは、南北3.GmX東西4.0mはどの正方形に近い形態を呈するものと思われる．，主軸方

向は f\:-21°-E て、カマドは北辺の中央に構築各れている。北東部は第 1 号上坑• 第 2号土恥に

破壊されている 3 床面ははは平田で、深さは確認面より 20-30cmである。村穴は、土拡によって

破壊された北東隅を除き 3ヶ所確認された。径15-ZOcm、床面よりの深さ 10-15cmはどの小きな

ものて、西南隅のものは 2Ji¥; 切り合って＼ヽる。壁はほぱ垂虹に立ち上かリ、壁溝は西辺及び南辺で

確認されたか、尤仝に巡ってはしヽない

カマトは北辺のほぱ中央に構染され、わすかに北を向いておリ、主軸方向は N-15"-Eである。

袖は枯質の賭褐色tこ、黄褐色上て構築されている。焚き口は床面とはは同しレペルて輻は 45cmは

とである。燃焼部は県の線卜になるものと思われ、完形の上師器長甕か出土しだ。なお、このカマド
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B' -

ヵ--7ド｝屈り）j

Im 

B・ _B'3r!. ~l 3 1 

1 . 褐色十: (炭化物・焼十．含む）

2. 黄褐色i:(炭化物・焼t含む）

3 . Iii芹褐色十・（焼tを少州、炭化物在含む）

4. 黄褐色十．（炭化物を少贔含む）

5 . 11,}褐色t: (焼十ーブロ・Jク・炭化物和合む）

6. 焼士

7 . II]情褐色t (焼1ー：を多州に、炭化物を含む）

8. 黄褐色I:(焼十湘むrム・ブロノクを多贔に炭化物

を少贔合も＼，しまり悪＼ヽ）

9. 黒褐色十 (I灰色粒l索H・ を多州に含むのしまり悪い）

10. 黄褐色 1~(炭化物を少駄含む。しまり應汎ヽ）

11. 11; 乍褐色・I: (焼十：ブロソクを多く含む）

12. 黄褐色十．

13. 焼十．

14. 陪褐色十．（焼十．・炭化物・砂を少斌含む）

15.)I介黄褐色I:(焼I・・ 炭化物• 砂を少1,l:含む）

16. 黄褐色~十．（焼I:.炭化物• 砂を少恥含む）

17. ,, (砂を含む）

第22図 A区第 2砂住屈跡避物什’，十状態・カマド (1/,t())
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は、 l.lm X0.45mほどの長円形の浅い掘り力.の」jこ構築されている。

出土遺物ははとんどが土師器で、土玉も 4点出土した。

第 2号住居跡出土遺物（第23図）

ア．土師器坪・ 坑（第23図 1-26) 

番号 器種 ロ径 器高 特 徴

1 杯 (13. 0) (4.2) 口緑部外面中位・稜直上に沈線。 DB-B紅B。

2 II (13. 5) (4 0) 口緑部外面中位・稜直上に沈線。 DB-BいB。

3 II 12.8 4.2 ロ縁部外面中位に沈線、口唇部やや尖る。外面 LB、内面DB。

4 ” 
13.2 4.2 口縁部外面に 2条・ 稜直上に沈線。体部外面にヘラ状工具による

傷あり。胎土砂を含む。 DB。

5 " (14.5) (4.0) ロ緑部中位・稜直上に細い数条の沈線。口唇部やや尖る。 LB。

6 II (12.0) 4.4 口緑部中位・稜直上に細い沈線。口唇部やや尖る。 LO。

7 II (13. 5) (4.5) 口緑部やや丸く外面に 2条の沈線。口唇部やや尖る。 LGB。

8 II (1ふ5) (4.5) やや歪曲。口緑部外面中位に沈線。 DB。

， II (13.0) (4.0) 口緑部外面中位に浅い沈線。内面炭化物顕著に付滸。焼成やや不

良。外面OB、内面 DB。

10 ” 
(13. 5) (4.5) 口緑部外面中位に沈線。口唇部内面強く押えられやや尖る。 O。

11 II (14.0) 3.7 口緑部外面中位・稜直｝に沈線。底部内面Jlll状に窪む。 OB。

12 ” 
(15.0) (4.0) ロ縁部外面中位に段状の沈線。 t.l唇部やや尖る。 LB。

13 II (15. 5) (3.7) ロ緑部外面中位に浅い段状の沈線。口唇部内面平坦でやや尖る。

LB-LO。

14 ” 
(15. 0) (3.l) 口緑部外面中位に浅い段状の沈線。 DB。

15 II 12.5 4.5 やや歪叫l。（本部内面中央在む。焼成やや不良。 YB-LO。

16 II (12.0) (3.6) ロ唇部やや尖る。稜面上に沈線。 DB。

17 ” 
(12. 5) (3.4) ロ唇部やや尖る。稜直上に沈線。 OB。

18 II (12 0) (4.6) 口唇部やや尖る。 DB。

19 II (13. 5) (4.0) ロ唇部やや尖る。 DB

20 ” 
(13.0) (3 7) ロ唇部やや尖る。稜直上に浅い沈線。 LB-OB。

21 ” 
(12 .0) (3 4) 口唇部やや尖る。外面BeB、内面 DB。

22 II (13.0) (4.0) 口緑部内傾。稜直上に細い沈線。体部内。

23 " (12.0) (3.6) 口緑部内傾。 DB。

24 坑 (18.0) (6.8) 口縁部内傾。 YW-GB。

残存率

30% 

10% 

完形

90% 

20% 

20% 

40% 

40% 

20% 

40% 

50% 

60% 

小破片

小破片

80% 

20% 

40% 

30% 

20% 

小破片

II 

70% 

小破片

30% 

1 -14は、口縁部か外傾して間き、体部の浅いものである。 12-14は、特に口緑部が外傾して大

き〈開くものである。口唇部はやや尖ったものか多く、口緑部外面には沈線が巡る。沈線にはヘラ

状Jこ具によると，思われる角度の鋭いもの、、爪などによると息われるごく細いものなどがある。口緑

部と体部の駁りの稜は、明瞭に突出したものが多い。 LI緑部は柚ナテ、体部外面はヘラ削り、体部内

面は丁寧なナデである。
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15-21は、短い口緑部がはぼ直立し、体部の浅いものである。 18のみ体部がやや深い。口緑部と

体部の境の稜は明瞭である。口緑部横ナデ、体部外面ヘラ削り、体部内面はT寧にナデられている。

22・23は、 15-21に煩似するが、口縁部が内傾するものである。 23は明瞭に内傾し、稜は突出気

味である。器面の調整は15-21と同様である。なお、第 1号住居跡の項に記載した137・138は、第

2号住居跡に伴うもので、 22・23と類似したものと者えられる。

24は、形態的には22・23を大きくしたような坑である。休部は深く、口縁部の 2.5倍はどである。

器面の調整は、 15-23と同様である。

イ．土師器甑・ 壺・ 鉢（第23図25--28)

番号 器種 口 径 底径 器高 特 徴 残存率

25 甕 18.3 3.6 30.6 口縁部強く外反して開く。口唇部外面平坦で内側が浅く窪 完形

む。口緑部横ナデ。胴部外面ヘラ削り、内面ヘラナデ。 }JJii]

部内面の一部輪柏痕明瞭。底面ヘラ削り。胎．士砂を多く含

み、焼成良好。 DB。

26 7. ・aC日c・ (19 .0) (5.1) 口唇部外面平坦、内面浅く窪む。口緑部外面中位に段を有

する。 LO。 1号住からの流入か。

27 II (16.0) (10. 5) ロ唇部上而沈線あり、内面も浅く沈線状。口縁部外面中位

に段を有する。口緑部横ナデ、胴部外面上位ナデ、中位以

下ヘラ削り、内面ヘラナデ。 OB。 1号住からの流入か。． 
28 鉢 (22.5) (8.3) 内面丁寧なナデ、体部下位器肉博い。 LO。

25の長甕はカマド内から出土したものである。

26・27は、外反する口縁部の外面中位に段を有し、頸部が強く屈曲して胴部が丸く張った壺であ

ろう。第 1号住居跡と第 2号住居跡の切り合い付近の、第 2号住居跡寄りより出土したが、第 1号

住居跡よりの流入遣物と考えられよう。

ウ．土玉（第23図29-32)・ 小玉（第23図33)

番号 柾別 径 孔径 厚さ 特 徴

29 土E 1.7 0.1 1.5 ややいひつ。孔はまっすぐに通る。表面の調整は丁寧。焼成良好。 BeB。

30 II 1.4 0 .15 1.1 孔はまっすくに通るか中心よりややすれる。表面の調整は丁寧。焼成良好。

B£B。

31 " 1 4X 1.6 0.lX0.15 1 5 いびつ。孔はまっすぐに通る。表面の調整は丁寧。焼成良好。 BいB。

32 I! 1.3 0.2 1 3 ややいびつ。孔はまっすぐに通るが中心よりかなりずれる。表面の調整は

丁寧。焼成良好。 B£B。

33 小玉 0.4 0 15 0.25 透明な緑色を呈し、硬玉製と思われる。

A区には、他にイcl'.屈跡を破壊して構築されている土J広2晶や、住届跡の周辺に柱穴状の小ピット

がある。
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(2) B区の調任

a. 第 1号住居跡（第24図）

B区の南側に位置する。住居跡全体の約90%を調在しえたものと息われる。一部を第 1号土坑、

第 1号・第 2号溝状遺構に破壊されていた。

平面プランは、一辺約 6mはどの正方形を星するものと思われ、主軸方向は N-28゚ーEである。

床面はほは平坦で、深さは確認面より 65-70cmである。柱穴は、壁より 1.0-1.6mほど内側に 4ヶ

所確認された。径20-30cm、床面よりの深さ30cmはどである。他に類似したピソトが 2ヶ所検出さ

れた。また、西辺際に、平面プランか1.0X0.6mの長方形を呈し、床面よりの深さ約25cmの浅い土

坑、住居跡中央よりやや西寄りに、平面プランか0.6X0.4m、床面よりの深さ約 5cmのごく浅い土

坑か検出された。堕は、西辺及び北辺の西側は攪乱により明瞭ではないか、垂直又は下場か若干外

側へ入り込んでいたようである。束南隅か袋状になっているのは、第 2号上拡によるものであろう。

壁溝は、北辺• 西辺• 南辺に部分的に確認された。

覆土は、賠褐色士を主体とし、住居跡全体に中層～下層には焼土及び炭化物か混入し、特に住居

跡中央～西側に多量に混入していた。また、東南隅の床面直上にも焼士塊と粘土塊か確認された。

住居跡の西南側では炭化材か床面虹上で多鼠に検出された。焼上を多贔に伴出し、炭化材の下には

灰白色枯土か薄く広かっていた。

カマドは北辺の中央よりやや東側に構築されていた。調査範囲際であり、第 2号溝状遺構に破壊

されていたこともあって、袖などの形態は明瞭には把握できなかったか、若干束を向いていたよう

である（第25図の袖は推定であり、矢印は煙道の方向を示している）。燃焼部は壁の内側で、焚き

ロの幅は50cmはどであったものと思われる。

出土遺物ははとんどが上師器である。東南隅に甕か集中して出士した。カマド内からは高杯か 2

点出土している。

前ページの土層

1 . 灰褐色土（砂質、焼土・炭化物を少量、浮石を多贔

に含む）

2. 暗灰褐色土（焼土・炭化物を少贔、浮石を多贔に含

む）

3. 灰褐色土（焼士・炭化物・浮石を少量含む）

4 . " (焼土・炭化物・浮石を少量含む。 3よリ

暗しヽ）

5. 賠褐色土（焼土・炭化物を少量含む）

6 . II (焼土・炭化物を少贔、砂を多く含む）
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7. 灰褐色土（焼土・炭化物・浮石を多く含む）

8 . " (焼土・炭化物・浮石を多く含む）

9. 黒褐色土（焼士・炭化物を多く含む）

10. 黒褐色土（焼土・炭化物を多贔に含む）

11. 灰白色粘質士（焼土・炭化物を多量に含む）

12. 暗褐色土（焼土・炭化物を多鼠に含む）

13. 明褐色土（焼土・炭化物を多く含む）

14. 黄褐色土（焼土・炭化物・砂を多く含む。粘性強い）

15. 暗褐色土（焼土・炭化物を少贔含む）



＼
＼
 

脳8 

¥＼ 
I
 I
 

3
3
,
1
0
0
 

A
 

¥l>. 

゜
2m 

1. II紆褐色十（焼卜．粒r・・ブロ J ク在

多く含む）

2 . ,, (焼十．粒—f ・プロッグ在

多州に含む）

3 . -r尭—le

4 . ,; 且灰色—le (焼 I:粒(-・ブロ・ノク存

名ばに含む）

:i . ,, (焼+:粒・+を含む）

6 . ,, (砂'/'(、焼 I粒(-を含む）

7 . I火褐色—卜（桔袢強しヽ）

゜
1m 

第25図 B区第 1号住居跡焼I-.・ 炭化物検出状態 (1/60) ・カマト、 (l/30)
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第 1 号住居跡出土遺物（第27図• 第28図）

ア．土師器杯• 塙（第27図 1-22) 

番号器種口径 器高

1 :lィ~11.9 5.2 

2 // (13.0) (5.5) 

3 // (13. 0) (5. 2) 

7 I II I 12. 4 I 5. 7 

特

口唇部上面平坦。 DB。

口唇部上面平坦、部分的に沈線状。 LB。

口唇部上面平坦。稜直上に細い沈線。 LB-LO。

4 11 (12.0) (4.5) 口唇部上面平J廿沈線あり。 LO。

5 11 15.5 15.6 大型。口唇部」．：面やや平坦。 LO。

6 II (11.5) (4.5) 口唇部平担沈線あり。 LO。

ロ緑部わずかに内彎。口唇部丸い。 LB。

22 I II I 17 . 0 ¥ (7 . 3) I 「I唇部丸い。外面ヘラ削りの後ナデか。 OB。

徴 残存率

完形

50% 

小破片

20% 

50% 

小破片

80% 

8 II (12.5) (4.0) 口唇部丸い。 LB-DB。 30% 

9 11 (15.0) 5.9 やや大堕。口唇部丸い。 LO。 40% 

10 11 14.8 (5.4) やや大型。口唇部丸い。 LB。 60% 

11 11 13.0 5.0 口唇部丸い。 LB。 完形

12 11 (13.0) (4.4) 口唇部丸い。 LO。 20% 

13 11 (15.0) (4 .4) やや大叩J。口唇部丸い。 OB。 小破）＇，

14 11 (14.0) 5.5 口唇部やや尖る。 ti緑部外面中位に沈線。内伽剥離激、しい。胎土 40% 

砂を含む。 BeB。

15 11 (10.0) 5.7 小型。口唇部丸い。 OB。 60% 

16 11 (13.0) 5.4 口緑部れ干内傾、口唇部は丸く内側に肥庫。 OB。 50% 

17 11 13.6 4.8 やや歪flt!。口唇部やや尖る。底部は池い。 OB。 完形

18 11 11.5 3.6 やや歪拙。 LJ緑部若「内傾。口唇部丸い。体部かなり浅い。外面 90% 

DB、内面 LB。

19 11 (14.5) (4.5) 口唇部丸い。外面DB、内面 LB。 20% 

20 II (16.0) 5.0 底径 (4.0)。口唇部やや尖る。底血若臼苫む。 LO。 40% 

21 碗 12.6 6.6 底径 3.5。 口緑部屈ill!して短く外反。口唇部外面平坦。底面佑十 70% 

窪む。 DB-OB。

SO% 

1 -17は、いわゆる校倣杯タイプのものである。口唇部」こ(iiiが平坦で爪などによる沈線が巡るも

のもあるか、口唇部は丸いものが多い。 LI緑部は直立又は少し外反するものが多く、口唇部かわす

かに開くものがある。 7・16の口緑部は少し内傾している。 5は大塑のもの、 15は小即のものであ

る。 9・10・13は、口径はやや大きいが器高はそれに比して戊い。 14は、口緑部外血中1立に沈線が

巡る。器面の調整は、磨滅により不明瞭なものか多いか、口緑部は横ナデ、体部外面はヘラ削りで

ある。

18は、口縁部が少し内胃し、体部かかなり戌いものである。器而は磨滅しているが、口緑部横ナ

デ、体部外面ヘラ肖ljりであろう。

19・20は、口縁部と体部の境か明瞭でない、没い皿状のものである。やはり器面はやや磨滅して

いるが、口緑部横ナデ、体部外面ヘラ削りである。
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21の塊は、口緑部か屈仙して短く外反したものである。底面は少し窪んでいる。器面の調整は磨

滅により不明瞭だが、口緑部横ナデ、内面及び外面上位はナデ、外面下位はヘラ削りの後若干のナ

デのようである。

22は半球形を呈する坑である。破片のため底部の形態は不明である。器面は磨滅しているか、体

部外面はヘラ削りの後若十のナデであろう。内面はよくナデられている。

イ．土師器高杯（第27図23-27)

番号 器種 ロ径 底径 器高 特 徴 残存率

23 高杯 17.2 12.4 11. 5 杯部稜より下位はヘラ削りの後ナデか。接合部は強く締め 90% 

つけられている。脚部内面柚位のヘラ削りの後ナデ。焼成

良好。 RO-LB。

24 II 16.0 (5.5) 稜は不明瞭。体部外面ヘラ削りの後若干のナデか。 OB。 jネ完形

25 II (11.6) (7.6) 脚内面横のヘラ削り、天井部中央に突起あり。 LOB。 脚70%

26 II (6.9) 脚内面柚のヘラ削り、 上位に紋り目。 OB。 脚30%

27 II (13. 0) (6.9) 脚内面は横のナデ、天井部は削られている。 Jボ部内面の調 脚完形

舟各粗く、中央が窪んでいる。胎土砂を多く含む。 OB。

23・24はカマド内より出土した。 23は、口緑部か直線的に外似iして閲き、接合部は強く締められ

脚部は屈曲して裾が大きく広かる。 24は、 Cl縁部は直線的に外傾するが、稜は不明瞭で体・部には丸

みがある。

25の脚部は、接合部が強く締められ、上位は細く、裾は屈皿して平坦に広がる。 26の脚部は、裾

が外反して開く。 27は「八字状」に開き、上位か少しふくらみ、裾は外反している。

なお、 23・24のLI緑部は横ナデ、林部内面は丁寧にナデられている。また、 23・25-27の脚部外

面及び裾部の内外血も丁寧にナデられている。

ウ．土師器猥．甑（第27図28-第28図37)

番号 器種 口径 胴径 底径 翌'"" 古r叫 特 徴 残存率

28 多・五l<F 16.8 21.0 5.8 25.0 ロ唇部外面平担、一部に沈線あり。 IJI叫部内面ヘラ 完形

ナデ。胎土砂• 小石を多く含む。焼成良好。 DB。

29 II (14. 5) (9.0) 口唇部外面平坦。胴部外面上位ヘラ削りの後ナデ。

胴部内面ヘラナデの後ナデ。内面頸部直下に指の

押圧痕。焼成良好。外而 OB、内面B見

30 II 15.0 20.0 6.4 22.0 胴部外面ヘラ削りの後若干のナテか。胴部内面へ 90% 

ラナデの後ナデ。胎土砂・ 小石含む。 LOB。

31 小汗土IJ`珈瓦 (16.5) 16.5 4.9 18.1 やや歪曲。胴部外而ヘラ削りの後若干のナデか。 70% 

胴部内面ヘラナデの後ナデ。胎土砂を多く含む。

焼成良好。 OB-DB。

32 II 15.2 15.5 5.8 17.1 IJl{;J部内面ヘラナデの後ナデ。胎土砂• 小石を含む。 80% 

RB。

- 50 -



・ニこ＿了二7ニ二~ 二，~ー—- -り~

／／  

／ ---——· 一—---·_1 ← ', / /--~--

I 
-- -—・一ー一ー-------, -

I ,_ 

――---____ ¥ ---
) / 

'→ー／

ーー I ---
I __..-,.,--

---- --・ ／、〈一/ , __ -
＼ 

← _) .•. ----

·~、-----、-,,-ヽ
＼＼ヽ

‘‘ 
＼ 

一

i

9

『

―

--
I
 

•
「-＇ 

＼
 

↓

'

 

- --

ー ・----り―--一ト―-

,); I, i I I 
!, -' , 1 
//¥, I I I 

, I ; i I I 
/i I_ I __ I I 
~I ¥ I―-,'--¥-
,¥ I I I 
I ¥'I I 
(¥'I 

I ¥ ¥ 

＼ 
＼ 

'¥¥¥¥¥, 
、¥、¥.¥___ ¥ 

ぶ¥__ ----
し ， 

＼ 
＼ 

＼ 
32 

~~)~~:~J~ 

ロニ／
＼ 
＼ 

~¾.. □ J, CI2?, 38 

10cm 

2
 

4
 

0

0

 

゜

第28図 B区第 1号住屈跡出t逍物(2)(1/ 4・1/2) 

- 51 -



番号 器種 ロ径 胴径 底径 't"心・ 舌向 特 徴 残存率

33 小m辻,J.珈.. 又 13.9 16.8 5.0 16.8 胴部内面上位ヘラナデ、下位ナデ、中位に輪柏痕 70% 

明瞭。胎土砂・ 小石を含む。 DB。

34 甕 (7.0) (3.4) 底面はヘラ削り。胎士砂多く含む。 DB-OB。

35 II 7 5 (4.0) やや上げ底。底面はナデ。胎土砂多く含む。 OB。

36 II (7.0) (3.6) 底面ヘラ削りの後ナデか。胎土砂を含む。外而 L

B、内面 LGB。

37 II 6 0 (2.1) 底面机いヘラ削り。胎上砂• 小石を含む。 OB。

38 甑 23.4 22.8 (24.8) 胴部内面ヘラナデの後ナデ、輪柏み痕明瞭。胎土 90% 

砂を含む。 OB。底部のみ欠損。

28-30は、口緑部が外反し、頚部か「く」字状に屈伯して胴部か丸くりIぐったものである。最大径

は胴部中位。 28の平田な口唇部外面の一部に細い沈線か認められる。

31-33は小期のものである。 31・32は[]径と）JI叶部最大径かはは等しいか、 33は頸部が強く 「＜」

字状に屈曲して胴部か丸く張り、壺状の形態を星する。 32の珀部の屈曲は緩い。

34-37は底部の破片である。 34の胴部は球形にりkったものであろう。

38は底部を欠損しているか飢であろう。最大径は口径で、胴部はやや丸みを有する。

なお、 /JlriJ部外面の調整は、表中に特に記さなかったものはヘラ削りである。また、 31・33の底面

はヘラ削り、 28・30・32の底面はヘラ削りの後ナデである。

エ．手捏土器（第28図39-41)

番号 器種 ロ径 坪心古I口J 特 徴 残介率

39 手捏 (3.8) (2.8) 小邸の無頚壺状の形態。体部内面に紋り日、調整はナデ。 OB。

40 II 8 0 5.3 坑状の形態。やや歪11!1。内面ナデ、外面上位ナデ、下位ヘラ削リ 70% 

であろう。 LB。

41 II (7.0) (3.2) やや歪r!!1。内面はナデ。底面はヘラiljljりか。 OB。
ー_,

オ．土玉（第27図42)

番号 1種別 1 径 I :rし径 I限寸 特 徴

42 I土玉 I1.0 o.9 Iややいびつ。孔は両側からあけようとしているか通っていない。

表面の調整は丁寧。焼成良好。 B。

b. 第 1号土拡（第29図）

B区の東南部分にあり、第 1号住居跡の覆上上層を破壊して構築されている。覆土は賠灰褐色士

を主体とし、第 1号住居跡の覆土との判別が困難であったが、平面プランは0.8mX0.7mの不賂円

形を呈し、深さは確認面より約20cmで、皿状の形態を呈することか確認された。

完形の小型の板石塔婆が出土している。
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第29図 Blメ：中111:以降の遺構 (1/60)

第 1号土拡出土板石塔婆（第30図）

はは完形であるが、周緑部、特に正面左側辺が若干欠損している。表而はかなり磨滅している。

長さ48.0cm、幅17.2cm、厚さ 1.7-2.2cm、小刑の阿弥陀種子一尊の板石塔婆である。

一条線は没く刻まれ、主尊のキリークも浅い槃研彫で迎台の上に乗っている。銘文も彫りは浅〈

不明瞭だが、「応安七年八月日」と読むことかできる（応安 7年=1374年、北朝年号）。

裏面は左右にノミ戒が明瞭で、中央は平川である。枯部の調整は粗く、先端が薄くなっている。

なお、この板石塔婆は、裏面を」：に水平に近い状態で出土しており、惹識的に埋設されたものと

考えられる。
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C . 第2号土肱（第24図）

B区の東南隅、第 1号住居跡の束南隅に位置し、第 1号住居跡の床面で確認された。覆土は上層

陪灰褐色上、下層は賠褐色土を主体とし、覆土の状態や第 1号住居跡の遺物出土状態等から、第 1

号住居跡より以前に構築されたものと考えられる。

平面プランは不明だか、周縁部か中央へ向かって浅く皿状に窪み、中央は垂直に近い状態でかな

り深くなっており、その深さは第 1号住居跡の床面より 1.5m以上である。遺構の上位の壁は、束

南隅の状態から袋状になっていたものと考えられる。

出土遺物はないが、井戸跡と考えられよう。

ハ□

¥ I 

口

一ー—ロニニロ
10cm 

第30図 B区第 1号i力糾',十板石塔姿 (J/4)
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d. 第 3号土拡（第24図）

B区の北隅に位置する。平面プランは0.7X0.6mはどの卵形を呈し、確認面よりの深さは約 20cm

で、浅いilll状を呈する。出土遺物はない。

e . 第 1号溝状遺構（第29図）

B区の南西隅で確認された。幅0.45m、確認面よりの深さ約15cmで、壁はほば垂直に立ち上かる。

第 2号住居跡を破壊して、第 2号溝状遺構と平行に北東方向へ延びていたものと考えられるが、覆

土が第 1号住居跡との判別か困難であったため、その形状は不明である。

f . 第 2号溝状遺構（第29図）

B区の東南部分で確認された。力.向はだいたい N-25°-Eである。第 1号住居跡を破壊して構築

されているが、復土は第 1号住居跡との判別が[1寸難であった。確認面での闘は0.7-1.0m程度であ

ったものと思われ、壁は斜めに立ち上がる。底幅は0.25mはどで、確認面よりの深さは 55-65cmで

ある。常滑焼の小破片と息われる瑣吻などが出上し、中世に構築されたものとぢえられる。

(3) C区の調香

a. 翌穴逍構（第31図）

'111: 格不明の賢穴逍構で、仝休は確認でぎなかった。平ru:iプランは正力形又は長方形状を呈するも

のと息われるか、コーナーか内向きに丸く湾fl廿している。雁，，忍面よりの深さは30-40cmで、床面は

平川で、台状になった部分か 2ヶIりr1確認された。ピット等はない。

近W:の陶拙や土悩などの小破片か出tし、近世に構築されたものと者えられる。

なお、 C区では、翌穴逍構の他に小ピット等が検出された。また、 C区の附西隅や北側からはト

師悩の小破片や、弥生土器片と思われるごく小破片等も出土したが、図ホしうるものはなかった。
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N 上敷免北遺跡発掘調在

1 . 調在の概要

(1) 調査の経過

昭和58年 6月14日、重機により A区、 B区の表土を削除した。 6月16日に作業を開始する予定で

あったか、雨のために順延となり、 6月18日より作業を開始した。調査期間の前半は、雨に悩まさ

れた。

6月18日、 A区の精査から調在を開始した。溝状遺構 l条と土拡 2基を確認した。

6月22日、 A区の調査と平行して B区の調企を開始した。精査を行い、溝状遺構 1条を確認した。

B区の溝状遺構は小規模で遺物の出上最も少なかったため、 6月27日には B区の調査を終了した。

A区の溝状遺構は、遺物の出土贔か比較的多いため、出土状態の撮影と実測を行いつつ調企を進

めた。また、覆土と地山の判別か難しいため、 6月27日よりサブトレンチを 4本設定し、壁の確認

を急いだ。なお、この溝状遺構からは焼土や炭化物か多く検出された。

6月30日に第 1号土拡の調在を開始し、 7月2日に第 2号士拡の調査を開始した。いすれも比較

的深い土址で、第 2号土拡は 7月7日に水か出てきたため、掘り下げることを断念した。

7月7日、 A区の溝状遺構を掘り上げ、 7月9日、 A区全体の実測と撮影を行い、調在を終えた。

なお、 A区 ・B区とも座標軸に合わせて基準杭を設定し、特にグリソドは設定せず、遺構の平面

測贔は平板を用いて行った。

(2) 調査結果の概要

調査区は、約60m離れた 2地点で、南より A区、 B区と呼称した。調査面積は、 A区か約40m2、

B区か約30而である。

A 区では、溝状遺構 l 条と土琺 2 桔か確認された。第 1 号溝状遺構は、覆土に焼土• 炭化物か多

く混入しており、通常の溝とは性格か異なるものと思われる。土師質上器、須恵器、灰釉陶器など

か出土した。第 1号土琺と第 2号土拡は全体を調査することはできなかったか、第 2号土琺は井戸

跡とも考えられる。いすれも土師質士器、須恵器、灰釉陶器、須恵質陶器などか出土した。

B区では、溝状遺構 l条か確認されたのみである。水路跡と考えられ、土師質土器などが出土し

た。

なお、 A区 ・B区とも地山は細かい砂を多く含む黄褐色土である。
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2. 遺構と出土遺物

(1) A区の調杏

a. 第 1号溝状遺構（第32図）

A区の中央を東西に、緩く S字状にカーブしている。幅2.l-2.5m、確認面よりの深さ 50-70cm

で、壁は緩く立ち上がり、部分的に稜を有する。底面には皿状に窪んだ部分か 1ヶ所認められた。

北東部分は第 1号土坑に破壊されていた。覆土は陪褐色土を主体とし、地山との判別が困難であっ

たか、焼土・炭化物か（特に下層に多く）混人していた。

=L帥質杯・ 狐台付杯• 成、灰釉皿、須忠器仇などの破片か、中～下層より比校的多く出土した。

第 1号溝状遺構出土遺物（第34図 1-第35図79)

ア．土師質杯• 高台付杯（節34図 1-第35図63)

番号 器種 ロ径 底径 器高 特 徴

1 杯 12.4 5.8 4 2 やや歪曲。底面回転糸切り。ロクロ石回転。 YW。

2 ” 
(12.0) (6.0) 4.1 底面但Ji似糸切りの後ナデ。ロクロ右但l転。やや軽質。 LB。

3 II (13. 5) (8.5) 4 0 底面回転糸切り。 DB。

4 ＂ 
(12. 5) (6.0) 4.9 底面回転糸切りの後店干のナデか。焼成やや不良。 Beec 

-LB。

5 II (12. 0) (6.0) 4.1 底面回転糸切り。ロクロ右回転。 LB-YW。

6 ＂ 
(11.0) (5.5) 3.9 底面回転糸切り。ロクロ右回転。 LB-YW。

7 II (11. 0) (5,5) 4.0 やや歪1lt1。底面回収糸切り。ロクロ右回転。 LB。

8 ” 
(12.0) 5 3 3.8 やや歪曲。底面回転糸切り。ロクロ右回転。 LWB。

， 
＂ 

(12.0) (5.5) 3.9 やや歪廿ll。底面回転糸切り。ロクロ布回転。 YW。

10 II 7.0 (1. 7) 底面皿転糸切りの後粕下のナテ。 LO-LB。

11 II (6 0) (3 5) 底面回転糸切り。 LB-LO。

12 I! (6.0) (2.5) 底面回転糸切りの後若干のナデ。 LB-LYW。

13 II (5.5) (1. 1) 外面底部直上に細い沈線。底面回転糸切り。ロクロ右回似

YW。

14 ” 
(5 5) (1 3) 底面回転糸切り。内血中央に竹管状工具で刺突したような

痕跡。 YW。

15 II (6 5) (3.1) 底面回転糸切り。 LGB。

16 II (4.5) (1. 9) やや歪[lb。底面回転糸切りの後若干のナデか。 YW。

17 II (5.0) (1. 7) 外面底部直上に細い沈線、さらに下から上へ器肉ナデつけ。

底面回転糸切り。ロクロ右回転。 YW-LB。

18 II (7.0) (1.3) やや歪JIii。底面回似糸切リ。やや大きい塙か。 LWB。

19 ” 
(6.0) (3.2) 底部回転糸切り。ロクロ右回転。 YW。

20 II (5.5) (1.8) 底面回転糸切り。ロクロ右回転。 LO-YW。
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残存率

元形

40% 

20% 

20% 

30% 

40% 

50% 

70% 

50% 



こロニ-:;f~ニ-3~• ―鬱'-·.~へ"'--
ニ□＼三／―謳鵞涵 18 如網; 19 

ロ蓼 't~!~~ 
碍 3

~~~J三\~\___二三

喝

虐鬱ー。~ct=_d,

，` 
;\__1={~'~~-~ □ !~ 

↑ ,£ 
、~-- .~ ニ／

~---z \_;;4--------z~ 丁~ ~ □ 

~=-r7~J-~~= .. /'¥c_□口
\:y~1~· -~.'・ニ...

第34図 A区出t遺物ll(1/4) 

--61 -



番号1器種 I口径 I底径 I器高

1

2

3

4

5

 

2

2

2

2

2

 

I

I

 

ー6

7

 

2

2

 
28 

29 

1

2

3

4

5

6

7

8

 

3

3

3

3

3

3

3

3

 

42 

43 

44 

48 

49 

50 

l

2

3

4

 

L

J

5

5

5

 

杯

1

1

"り

/1 

II 

II 

II 

— , (5 .0) (2. 7) 肱面回転糸切り。ロクロ布回転か。焼成良好。 LB-DB。'

— , (5.0) (1.0) 底面回転糸切り。焼成良好。 LGB。

(13 .0) 

30 I II I (13.0) 

)

）

)

、

ー

）

）

、

）

）

0

5

 
0
 
0
 
0
 
0
 
5

0

 

．

．

．

．

．

．

．

．

 

2

.

3

2

2

l

l

2

6

 

l

l

l

l

l

l

l

l

 

(

（

（

（

(

（

（

(

 

I

I

"

 

39 げ旦 認 .0 5.2 (4.7) 底lhi担l他糸切り。靡台貼付。ロクロイ1I且I他、。 LB。 ¥JO% 

4() II (12.0) (6.0) (11.7) 底面11.iJ似糸切り。恥台貼付。 GB-L 00  20% 

41 II (14.0) ~ (5.CJ) 底 ffti[fr/ 虹糸切りの後 [~r/i[仏ナテ。砂台は貼付てあろう。ロク 50% 

ロイ"r'/11[I位、。 D B。

II 

II 

II 

45 I II 

46 I II 

47 I II 

＂ 

”
 
II 

”
 
II 

(12.5) 

)
、
,_l

8

6

0

7

6

 

9

9

9

9

9

 

1

2

1

1

2

 

（

（

（

（

（

 

)
）
、
'
~
）
）

5

5

4

5

0

 

,

．

，

＇

，

 

r

3

6

5

6

7

 

(

（

(

（

(

 

(5.5) 

0

4

 

．
．
 

8

7

 

6,2 

6.6 

8.0 

、¥
l
)

2

0

 

．

．

 

1

4

 

（

（

 
(3.1) LWB。

(:UJ) ロクロ右回転か。 WB。

(:3.2) U唇{fl¥内ffti沈線状の戊い凹みあり。焼成良好。 YG。

(2.8) やや以い器形か。腎質。 L.YG-YW。

(2.5) やや小刑。 LGl:3。

(2.7) 砂〈く I卜さし‘。 LYW。

(2.5) 小府質。 LB-YWo 

(3 .4) やや以し灌拾形か。軽質。 GW-BCG。

(4.7) やや大きい坑状。ロクロ右lr1I転。焼成良好。 YW。

(4.2) 底1(1i[r1卜,~、糸切りの後孔 1·ーのナテ000 1¥り合糾翡ff。YW。

(3. 7) I氏Iーfri同転糸切り。閻合貼付。ロクロイ,lul似。 LB。

(2.8) I氏1/1i[C1[i[b伶切り。高台貼付。 0-DB。

6.0 (1.:3) J氏血[11[1転糸切リ。靡台貼付。 LB。

6 .0 (3. 2) 底血 [ri[•転糸切りの後ヘラ、:I}、.:uしによる，竹十のナテか。高台

貼付。ロクロ1国似。 YW。

6. 5 j (2. 8) I底血I「1[似糸切リ晶］台貼付の後オ'.'T-のナテか（糸切り股は仇

台糾淵rnrs分に明瞭）。ロクロイiiリル、。 LB。

底面回転糸切り。閻台貼付。ロクロ石[ul似。 LO。

底面回転糸切り。高台貼付。ロクロイ;[1_1[転。 YW。

少し1煩く。底面厨Ji似糸切り後回似ナテ。位」合貼付。ロクロ

右皿転。 LB-YW。

底血回転糸切り。高台貼付。ロクロ右回転。 YW。

底J(li但l似糸切り後怜丁のナテか。高台貼付。 L8-BCB。

底血回似糸切り。高台貼付。焼成不良。 BCG-GW。

底廿Ii回転糸切りの後ナテか。高台貼付。調叱各牛IIい。 DB。

7.5 

）

）

）

 

0

0

4

 

．

．

．

 

6

6

7

 

（

（

（

 

）

）

）

 

9

2

7

 

．

．

．

 

1

3

4

 

（

（

（

 

(4.6) 

(2.7) 

(2.6) 

(2.8) 

特

底面回転糸切り。 YW。

やや大刑か。底血回転糸切り。 YW。

内血剥離。底面回転糸切り。 YGW。

底血但庫糸切り。ロクロイi回転か。 YW。

底ft[]回転糸切りの後祁干のナテか。内j化に細い沈線 3条。

焼成良好。 OB。

徴

底面回転糸切りの後粗い削りか。焼成良奸。 LO。

やや軽質。 WB。

残存率

60% 

60'3,;; 

約50%
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番号 器種 ロ径 底径 器高 特 徴 残仔率

55 付一戸年］邸-'口・、 (6.5) (2.8) 底面回転糸切り。高台貼付。 YW。

56 II (4.5) 底面回転糸切りの後ナデ。高台は削り出しの可能収［あり。 60% 

ロクロ右回転。 LB。

57 II 6.2 (3.7) 底面回転糸切りの後ナデ。邸台は貼付。 LWB。

58 II 5 4 (1 8) 底面回転糸切りの後ナデ。高台は貼付。 LGB。

59 ＂ 
7.8 (1.8) 貼付の高台のみ輪状に残存。 LB。

60 II 5 .4 (2 0) 底面回転糸切り後ナデか。高台貼付。外面 LB、内面BいB。

61 II 7.6 (3.2) 底面回転糸切り後回転ナデ。高台は貼付。裾端部下面平坦

で沈線あり。ロクロ右回転。 LB。

62 II (7.0) (1. 8) 底面回転糸切りの後ナデか。高合は貼付。焼成やや不良、

軽質。外面B£G、内面 GW。やや須恵質に五い。

63 II (5,0) (2.9) 底面回転糸切りの後ナデか。高台貼付。焼成良力f。外面Y

W、内面 LO。

1 -63の杯•高台付いは、器形• 成形・，謁整はいわゆる [E[分式の須息器のものと詞様であるが、

焼成は」J:i[i質で、軽質で黄 !~I 色や淡褐色を呈するものが多い。外も仇台付杯も、貼付の位i 台の有無

以外は特に晶本的な近いはない。したがって、 29-38は高•台付杯の可能付かある。

L:1屯粁部ははとんどか外反している。巻き上けにより成形され、ロクロで，謁杞されており、ロクロ

の回転方向は確認でぎるものは全て I・.から見て石[iii転である。

底面は回転糸切りで、料'F-ナデられているものもある。闊台ははとんどか貼付で、 56のように削

り出しの可能性かあるものもある。高合付杯の底面は、高合を！！占り付IJる前に閉「ナテられたもの

もあり、直接貼り付けたものもある。高台の内外面のきわは、 r,,_州にナデつけられている。

イ．土訓j質批•その他（第35図64-72)

番号 器柿 u径 底径 -？, if＂ 吉いJ 特 徴

64 甕 (26.5) (8.3) 口緑部指の押ITの後ナデ。内外而とも輪柏瞑明瞭。 YW。

65 II (20.0) (12.4) L]唇{lllに指の押圧狼。頸部に沈線状。内面ナデ。 Ll3。

66 
” 

(20 0) (6.0) ロ縁部指の押圧の後ナデか。頸部に沈線。内面ナテ。焼成良好で

やや軽質。 LB。

67 
” 

4 0 (4.0) 底面は砂底状で無調整。内面丁寧なナテ。焼成良好~。 LB

68 ノ針トベ型'I (11.0) (5.9) ロ唇部外面平坦。胴部外面ヘラ削りの後ナテか。）JIサ部内面ヘラナ

デの後ナデか。外面DB、内面YW。

69 大甕 (8.0) ロクロ調整。口縁部大きく開くか。内mi輪柏み部分で上から下へ

のナデつけが明瞭。焼成良好。 LO。

70 ~王!式Ii 7 (24.0) (3.2) かなり外反。口唇部の上面と外面か平瓜。ロクロ調繁か。 LD。

71 大猥 ロクロ調照。外而に青悔波状文。内面ナデ。 YWG。

72 羽釜 (26.0) (6.0) ロクロ調整。口唇部」濯血平坦3-4条の沈線あり。突俯貼付 LD。

64-67の甕は、焼成は外や高台付杯に類似し、やや軽質で黄白色を呈する。
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外反し、胴部外面はヘラ削りである。 69-72はロクロ調整である。 69は大痰の頸部から肩部にかけ

ての破片と思われる。なお、 64-72はいずれも小破片である。

ウ．須恵器・ 灰釉陶器・須恵質陶器（第35図73-79・ 第36図 8・9)

番号 器種 中径 底径 器高 特 徴

73 杯 (3.5) (2 4) 底面回転糸切り。重ね焼痕あり。焼成やや不良で軽質。 GW-BCG。

74 皿 (6.0) (1.2) 底面回転糸切り。胎士緻密。焼成良好。 G。

75 付t戸缶J.J., Iこイー―、l 、 (7.5) (1.4) 底面回転糸切り。高台貼付。焼成良好。 G。

76 坑，，<,: ? 外面に櫛描きの波状文など。焼成堅緻。 BiG。

77 坑土t ゞ ①ー 外面櫛目状の叩目。内面鱗状の叩目。胎土緻密。焼成昭緻。 B£G。

78 大仇 ① ・-- 外面櫛抽き青洵波状文。 ECG。

79 坑ゴ双F： ①ー 外面平行叩目。内面やや粗いナデ。胎土緻密。焼成昭緻。 G。

8 灰釉]Ill (13.5) (3.1) 内外血に薄い灰釉。調整やや粗い。焼成良好。 LG。

， II (14. 5) 0 2) 内面に灰釉。胎上微細。焼成1怪緻。 GW。

ー上記はいずれも小破片である。第36図 8は、灰釉陶淵としては胎土は粕選されておらず、焼成も

あまり良くない。

b . 第 1号土拡（第32図）

弟 1号溝状．逍桃の南側に位磁する。全体を調在できなかったため形態は不明だが、平面プランは

長円形又は不整円形を呈するものと息われる。確認面からの深さは約 105cmで、底面はやや斜めで

壁ははは亜直に立ち上かる。 fは土は陪褐色土を主体とし、底に大きな粘土塊が堆柏していた。

」_'.帥質土器、須忠器、灰釉陶器などが出土した。

第 1号土砿出土土器（第36図 1-7・10-13) 

ア．上r:rn質土悩（第36図 1・2・4・5・7)

番号 器種 □ 径 底径 ザ，ii-・'- 'I可サ 特

1 杯 (11.0) (3.9) やや小刑か。 YW。

2 II (13.0) (3 .1) LYW。

4 付.I,口,,1・J-_L,ィこヽ9 、 (6.5) (1. 5) 底面回転糸切り。高台は貼付。 LO。

徴

5 鉢？ (8.0) (1. 7) 鉢形か。底面回転糸切り。焼成良好。 LB。

7 杯 12.0 (3.9) やや歪Lt!!。底面剥離。ロクロ右回転。 LGB。

残存率

80%以上

1・2・4・7は、第 1号溝状迅構の場合と同様である。 1・2・7は高台付杯の可能性もある。

5は杯よりも大ぎく、鉢形を呈するものと息われる。
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第36図 A[メ．．出十．遺物3)(1/4・1/2) ・B[刈I',-1~ 遣物 (1/4)

イ．須忠器・灰釉陶器・須恵質陶器（第36図 3・6・10-13)

番号 器種 ロ径 底径 布"'¥ .rロ口.L J 特 徴

3 杯 (13.0) (2.5) 焼成やや不良で軽質。 GW。

6 灰釉灰 (8 0) (1.3) 高台貼付。休部内面（底を除く）に斑，点状の灰釉。胎上微細。焼

成限緻。 GW。

10 大靴 外面にごく薄い自然釉外面上位に格—f廿状の叩き目、下位櫛目瀾整。

輪柏部分上から下ヘナデつけ。胎土緻密。焼成堅緻。 B£G。
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番号 器種 LJ 径 底径 器高 特 徴

11 盈広i[..I ? (19. 5) (1. 8) 広口壺の口唇部か。焼成竪緻。 B駅］。

12 9_-+氾.u.；-鼻. ？ (14.0) (3.0) 外面に部分的に自然釉、内面に緑色の自然釉。底血回転糸切り。

底部円板貼付。胎土緻密。焼成昭緻。 G。

13 壺 ・ヽ (11.0) (10.9) 底面回他糸切り。高台貼付。内外面とも調整粗い。焼成堅緻。 G。

6は灰釉陶謡の高台付皿の底部であろう。底面は回似糸切りの後［寧な回転ナテか施されている。

10は中世陶器に近い紅U也質の七器である。 13は長珀壺であろう。なお、第 1号上拡からは常滑焼の

小破片も出土している。

C. 第 2号土力人（第32図）

第 l号溝状迅柚の北側に位附し、第 1号溝状逍II府を破壊して構築されている。全体を調在するこ

とはできなかったが、平血プランは径 3mはどの不杷円形を星するものと息われる。 A簡ははば雨直

に立：ち上かり、底[ff[は閲水のために確晶で苔なかった。役I一＿は陪褐色上をt体とし、中心に村穴の

上層がみられることか特徴的である。

上帥質杯、須忠器、灰釉陶器、上綽などかLL¥上した。

第 2号土拡出土遺物（第36図14-23・26)

ア．上i:m質杯（第36図14・15-20)

番号 器柾 ロ径 底径 器高 特 徴

14 杯 (12.0) (5 5) 4 4 底面但l似糸切り。 LB。20%残存。

16 II (11.0) (2 3) 内外血に池岬状の物質か付着。 YW、部分i'lりにB化

17 II (11.0) (2.0) ロ唇部約:1●:)j四原。 YW。

18 II (14.0) (2.2) YW。

19 II 5.1 (l.G) 底血皿似糸切り、 DB。

20 II (5.5) (1.8) 底1111明瞭に作り出される。底面回転糸切リ。ロクロ右回転。 YW。

20は他のものに比べて底部の形態か異なっている。

イ．須忠器・灰釉陶器（第36図15・21-23)

番号 器種 LI 径 底径 器高 特 徴

15 杯 (12 5) (1 8) 胎上緻密、焼成平緻。 G。

21 今ぷ)ii 須恵質陶器。外面櫛目状の叩き目か。輪柏狼明瞭。内面の調整粗

く上から下ヘナデつけ。焼成附緻。 G。

22 リぐ祉11lll (7.5) (2 1) 底面回転糸切りの後回転ナデ。高台貼付。内面底部周緑の細い沈

線の外側に斑点状の灰釉。胎七緻密。焼成平緻。 GW。

23 糀 外面櫛目状の叩日。焼成良好。 G。

- 67 -



ウ．土鍾（第36図26)

土師質の焼成。長さ 3.6cm、径0.8cm、孔径0.2cm。一端を欠拍。孔はまっすぐに通る。表面の調

整は粗1,,ヽ。

(2) B区の調在

a. 第 1号溝状追構（第37図）

B区の中央を南北に通っている。 lllfr¥O.6-1. 1 m、確認面よりの深さは20-30cmはどである。底は

比較的平if-1だが、市の方かやや以く、―じ層 B-13'のあたりかやや深い。料は斜めに立ち卜かる。

土師質杯か出土した。

第 1号溝状遺構出土土器（第3G図24・25)

番号 I怜託nI u 1予 1底行 I器泊JI 牛抒 徴 伐化辛

24 I杯 11.2 5.6 I 3.s [7緑部部分的に歪!ltl。底廿tiは[fl]転糸切り。ロクロは右lfil転。 I90% 

YW。

25 I II I 11. 0 I 5. 2 I 3. 8 Iやや企iltL,底I/Ji回転糸切り。 LB。 190% 

上記 2、1ばはしヽ ずれも―=Li':rfi質土悩で、 A区出J-,のものと [i,J様である。

- 68 -



a
¥
 

哀芯
'
0
¥、
1
¥

‘
し
ー

¥，
A
8
.
 

ょ
＼

{b 

‘
 

J
T

 

/
 
•• 

1
 

し

＼
 

l

・

1
f
'

 

1
/

 

小,f-iを含む）＼． ¥li'i褐色，¥・. (iiJ、
叩閥色ヤ （砂を多く｀

小1;を含い
n邸し、^

砂を多hいこ、
2 . 

(l .j:. ". 、 砕褐色t
小fi和含む＼ 砂•和多討し('.', ぶv) ¥li't'ヽ，、
臼］を含む＼

4
 

_____ ./--.. 一
ー

＼
 

―
一
ー
し
＼

J
／
ー
／
＼
＼

り

6 

ー
＼
＼

＼
 

•
一

―

；
璽

1
ー

1
」1

゜ダ ',:50
§ 心

cP 易、
勺()

~ 
Ii" 

齋，3亨
B杯鼻,¥ら{,、

--/'-:¥¥¥¥枢＼り／＇副

_ 69 -



w 結 五
口

菩

H

上敷免遺跡、上放免北遺跡とも妻沼低地の自然堤防上に形成された、かなり大ぎな広がりをもつ

集落跡であると考えられるが、今回の発掘調在は全くの点の調在でしかない。したがって、逍跡の

全体的な様相などを検討することはできない。ところで、埼王県北部の児玉• 大里地域では、大規

校な発掘調査により＿一t師器などの良好な資料が翌点に発表されており、＿土師器の紐i年などについて

詳細な検討がなされている（中村1979、石岡• 浅野1981、利恨川 1982、鈴木1983)。こうした諸兄

の研究を参考として、今同の発掘調査で検出された各逍構の出土遣物の時期について、若干の検討

を行うことで結語としたい。

まず、上敷免遣跡第 2次発掘調査で検出された住居跡 3車Fについて考えてみたい。

A区弟 1号住居跡は、南辺を第 2号住居跡に破壊されているか、大鼠に土/:iii器が，し廿土したことか

注目される。図示しえたものだけでも 300、点を超え、器種も豊富である。

杯は最も多く出土しており、その中でも特に多いのは鬼閥式のメルクマールとされるいわゆるl羹

倣杯である。 1 -121はほは詞様な大きさであるが、 122-134のように大刈リのもの、 135・136のよ

うに小刈りのものもある。 1 -121は、概ね「l緑部がわすかに外反し体部はあまり深くない。 lJ悴部

上面は、平坦なもの• やや凹面となるもの• 平JI」で沈線が巡るものなどか圧仕lj的に多いか、この特

徴は埼玉県北部から群馬県南部にかけての地域では—--般的にみられるもので、須恵器を忠実に校倣

したものと考えられる。

塙の中で特徴的なのは、口緑部か「く」字状に屈曲して体部が張った丸底のものである (156-

170)。和泉式からの系譜を引くものと名えられ、時期的にも形態的にも最も類似すると思われるも

のは、後張逍跡（横川はか1983)49号住、 80号住、 89号住．、群馬県尾島町の歌舞伎逍跡（井上・大

江1982) A 60号住、 B42号住、 B46号住などにみられる。

高lボは、いわゆる和泉州のもの (190-224) もあるが、鬼高型といわれるものも数多い (190-

224)。和泉州のものは、沐部か戊く、 ti緑部は外J又し、布段の脚はない。

甕は、既に長胴化の傾向が明瞭に認められ、最大径はIllサ部中位にあり、底部は尤干突出して作ら

れている。なお、 230-232は壺とみるべぎかもしれない。

甑は、 285-288が大叩Jのもので、 289・290が小叩Jのものである。 285-288の胴部卜位:ははぱ直立

する。 289は大型のものとはぼ同様の形態を呈し、 290は底部がすはまり作りもやや粗い。

上記以外のもので最も注日されるのは、小別の甑のような形態を呈する鉢であろう (291-298)。

後脹逍跡27号住、 29号住、東谷遺跡（柿沼• 小久保1978)21号住、’蛋遺跡（中村はか1980) 5号住、

六反田遣跡（梅沢はか1981)35号住、夏H遣跡（石橋はか1985)61号住などに類例かあり、八反田

遺跡13号住、 31号住のものは若干古い段階にあるものと考えられる。

なお、甕、壺、甑、鉢などにも外、瑾、高外にみられたような、口唇部の上面ないし外面か斗外「I

に調整されて細い沈線か巡っているものなどがある。

A区第 1号住居跡から出土した大凪の土師器を概観すると、以上のような特徴が認められる。こ
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れらの出土状況、成形技法や焼成などを観察すると、出上した土師料にあまり大ぎな時間的輻を認

めることは困難である。むしろ、器柿によって、形態や技法などにおいて新しい要素に敏感に反応

しているものと、比較的古い喫素が根弛く残っているものがあることを認めるべぎであろう。前者

としては日常什料である坪• 甕．甑などが、後者としては婉• 高杯などが挙げられよう。以卜^のこ

とを考慮して、 A区第 1乃住居跡出――・ト遺物は、 6罰紀第 2四半期頃のものとみておきたい。

なお、 A 区第 1 『}住居跡は、規模• 構造などにおいて特殊な点を指摘するのは困難である。また、

筆者は浅学にして同じ頃の作屈跡からこのように大州の土師料が出—・トした例を知らない。御教示い

ただければ寺いである 0

A[双第 21}住居跡からは七r:刷器杯.j宛・甕・ 鉢などが出士した。杯は、外傾する LI縁部の中位に

沈線が巡って段状となるものや、「l縁部が短く直立又はわずかに内簡するものなどがある。甕はか

なり長）JH化しており、[I緑部は強く外反してn径が最大径となっている。休部外面は斜めのヘラ削

りである 0 こうした特徴はいわゆる鬼高式の末期に位．置づけられ、 7世紀第 3四半期頃とみられよう。

B 仄第 1 号住居跡からは十:f:il澤杯・ l宛• 高杯・甕・ 甑• 手托！七器などが出土した。坪は、いわゆ

る模倣杯を［休とし、 12・13のように「I緑部が外反するものもあるが、直―立するものが多く、 16の

ようにやや内傾するタイプのものもある 0 「/If舒部 Ufrfが平'11[なもの・ やや[II[而となるもの、平±nで

釧い沈線が巡るものなどは平数以ドである。 14はII緑部中位に沈線が巡っており、 A区第 2号住居

跡でみられるものの相刑とも考えられよう。高杯は、いわゆるポII屎府ljのものはあるが鬼高刑のもの

はない。甕は長IJliiJ化したものはなく、 28のn唇部は須恵悩を模倣したものと思われる 0 38の甑は胴

部が特下ふくらんでおり、胴部最大径と「I径がかなり近い値を示している。以 1-:のような特徴から

B区第 1号住屈跡出t追物）は、 Al叉第 1号住居跡/It!:追物より少し古い段I階、 6/II: 紀第 1四半期頃

のものとみておきたい。

次に I:放免北遺跡の遺構と什'd~遣物について粋干考えてみたい。追構は、 A区の第 1g-1::J広が少

し祈しい段階のものと考えられる他は、 A尻 ・B区ともかなり近接した時期のものと考えられよう。

,'f',j: 遺物の叶lで最も多しヽのは、報文中でt師質I灌甘と呼んだ杯と位i台付杯である。技法・化怜形とも

いわゆる国分式の須恵悩と類似した特徴をもっている。すなわち、券き I・.げ成形、ロクロ謁整、底

而阿転糸切り、,:':;台は貼り付け、 11唇剖；が外反、底径は「 I径に比して小さい、などである。酸化炎

焼成で、淡褐色・黄臼色などを旱し、やや軽質である。須恵系士(:[Ii料とも呼ばれるが、質的に前段

陪の士師料とはかなり変化しており（焼成法も変化したであろう）、 l: 師料という名称は避けるべ

きではないかと考えたため、ここでは士師質十点怜という名称を用いた。他に羽釜(「|縁部の小破片

のため形態は不明）が出」：しているが、いわゆる「コ」字状の[]縁部の甕はない。また、須恵悩や

灰釉 f~r;J 悩が出十~ している。以卜^のような状況から、今l川のビ放免北遺跡の発掘調査で出-+~ した遺物

は、 A区第 1号+:J広のものを除ぎ、 11批紀後'I叱K頁のものと推定しておきたい。なお、 卜敷免北遺跡

の範阿に合まれる東本郷地仄での発掘調査で類似した追物がr'I',土している（佐藤1982) が、この時

期の資料は盟宮とはいえず、今後の資料の増加を待って再検詞したい。

以 Iー：、 卜敷免遺跡第 2次発掘闊杏、 卜傘敷免北遺跡発掘調査で出十した遺物の時期について、簡単

な検討を行ってみた。しかし、これは飽くまで周間の地域で出士した遺物との技法・形態・組成等
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の類似点を対比して一応の目安を設定しただけのものである 0 籾式学的な検討と時間軸の比定とい

う、必ずしも同一視はできない要索を況同しているという批判は免れず、いずれ再検討されねばな

らない。むしろ、上敷免遺跡第 2次発掘調査A区第 1号住居跡の出士遺物には遣構というある時間

枠の中にある遺物に、様々な邸式学的要素か包含されているように息われる。

最後に、良好な資料を得ながらも、諸条件の制約などのために、まことに相雑な報文となってし

まったことを諸兄にお詫びしたい。
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上敷免北遺跡発掘調査 図版13
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